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一

は

じ

め

に

両
親
が
共
同
生
活
を
営
み
な
が
ら
幼
い
子
を
監
護
・
養
育
す
る
の
が
一
般
的
な
家
族
の
姿
で
あ
ろ
う
が
、
な
ん
ら
か
の
原
因
で
両

親
が
別
居
ま
た
は
離
婚
す
る
と
き
は
、
ど
ち
ら
の
親
が
現
実
に
子
を
監
護
す
る
か
、
ま
た
監
護
し
な
い
他
方
の
親
と
子
の
面
接
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
問
題
が
当
然
に
生
じ
て
く
る
。
カ
ナ
ダ
で
は
二
十
世
紀
に
入
り
、
連
邦
最
高
裁
の

R
e
.

S
carth

(

一
九
一
六)

事

件
に

(

１)

お
い
て
、
幼
児
の
監
護
お
よ
び
教
育
に
つ
い
て
、｢

子
の
最
善
の
利
益｣

（th
e

B
e

st
in

te
re

st
o

f
th

e
ch

ild

）
を
考
慮
す
べ
き

こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
反
面
で
は
子
の
年
令
に
つ
い
て
、
七
才
未
満
の
幼
児
に
は
い
ぜ
ん
と
し
て
「
幼
弱

年
令
の
原
則
」(

T
e

n
d
e

r
y
e

ar
d

o
ctrin

e)

を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
子
の
監
護
を
め
ぐ
る
問
題
の
解

決
に
つ
い
て
、
幼
弱
年
令
の
原
則
と
子
の
最
善
の
利
益
と
い
う
二
つ
の
原
則
が
並
存
す
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
だ
が
、
や
が
て

一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
夫
に
も
妻
に
も
片
よ
ら
な
い
、
い
わ
ば
中
立
的
な
意
味
を
も
つ
「
子
の
最
善
の
利
益
」

と
い
う
原
則
が
は
じ
め
て
「
幼
弱
年
令
の
原
則
」
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(

２)

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
直
ち
に
立

法
上
で
明
示
の
規
定
と
し
て
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お
い
て
、
一
九
七
〇
年
の
「
児
童
福
祉
法
」(

th
e

ch
ild

w
e

lfare
A

ct)

が
第
三
十
二
条
一
項
に
、｢

第
二
項
の

規
定
に
従
い
、
子
が
国
王
の
後
見
（cro

w
m

aw
ard

）
に
託
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
子
を
世
話
す
る
児
童
援
助
協
会
ま
た
は
子
の
一

方
の
親
は
裁
判
官
に
対
し
、
国
王
の
後
見
を
終
了
さ
せ
る
旨
の
命
令
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
裁
判
官
が
そ
の
終
了
は
子
の
最

善
の
利
益
で
あ
る
と
期
待
す
る
と
き
、
彼
は
国
王
の
後
見
の
終
了
を
命
じ
る
も
の
と
す
る
」

(

３)

と
定
め
た
。
同
じ
趣
旨
は
一
九
七
二
年

法
の
第
四
条
一
項
、
一
九
七
五
年
法
の
第
二
十
七
条
七
項
へ
う
け
継
が
れ
て
い
る
。

(

４)

こ
の
法
律
の
も
と
で
、R

e
M

o
o

v
e

s
an

d

F
e

ld
ste

in
(

一
九
七
三)

事
件
で

(

５)

は
、
実
の
母
が
幼
い
子
の
監
護
を
他
人
夫
婦
に
託
し
て
い
た
場
合
に
、
監
護
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
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生
じ
た
と
き
、
裁
判
所
は
、｢

子
の
福
祉
が
至
上
の
争
点
で
あ
り
、
他
の
考
慮
は
そ
れ
よ
り
下
位
に
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
断
言
す
る
。
こ
こ
に
子
の
福
祉
と
い
う
の
も
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
子
の
最
善
の
利
益
と
理
解
し
て
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
そ
し

て
、R

e
B

ro
w

n
e

t
al
(

一
九
七
五)

事
件

(

６)

で
裁
判
所
は
、
普
通
の
家
族
に
対
し
て
社
会
が
介
入
す
る
の
は
、
子
を
世
話
す
る
レ
ベ

ル
が
、
こ
の
国
で
い
か
な
る
子
も
う
け
る
べ
き
で
な
い
よ
う
な
低
度
の
も
の
で
あ
る
と
き
に
の
み
妥
当
と
さ
れ
る
と
し
た
う
え
で
、

｢

か
か
る
介
入
に
当
り
、
子
の
生
物
学
的
、
社
会
的
、
感
情
的
、
文
化
的
お
よ
び
智
的
な
発
達
に
関
し
て
、
子
の
最
善
の
利
益
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
。

こ
こ
で
設
け
ら
れ
る
子
の
最
善
の
利
益
と
い
う
標
準
は
、
そ
の
人
に
子
の
監
護
を
託
す
こ
と
に
よ
っ
て
子
の
幸
福
が
最
大
限
に
評

価
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
問
題
の
解
決
の
た
め
に
有
益
な
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン

を
設
定
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
法
律
改
正
の
た
め
の
研
究
の
中
で
も
勧
告
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、
親
の
権
利

よ
り
も
子
の
権
利
を
、
ど
ち
ら
の
親
が
最
善
に
ふ
る
ま
う
か
よ
り
も
、
子
の
最
善
の
利
益
を
強
調
す
る
よ
う
に
推
移
し
た
こ
と
は
、

劇
的
な
も
の
で
あ
る

(

７)

と
さ
れ
る
。

一
九
七
六
年
三
月
の
カ
ナ
ダ
法
律
改
正
委
員
会(

th
e

L
aw

R
e

fo
rm

C
o

m
m

issio
n

o
f

C
an

ad
a)

の
「
家
族
法
に
関
す
る
報
告
書
」

(
R

e
p

o
rt

o
f

F
am

ily
L

aw
)

も
、｢

裁
判
が
行
わ
れ
る
と
き
、
婚
姻
破
綻
に
つ
い
て
誰
に
責
任
が
あ
っ
た
か
、
ま
た
一
方
の
親
は
扶

養
を
請
求
す
る
権
利
を
失
う
か
と
の
問
題
は
含
ま
れ
る
べ
き
で
な
く
、
そ
れ
に
代
わ
る
争
点
は
、
何
が
子
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
と

な
る
か
に
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

(

８)

と
し
、
他
の
二
個
所
で
も
同
様
に
子
の
最
善
の
利
益
を
強
調
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
を
う
け

継
ぐ
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
一
九
七
八
年
の
「
児
童
福
祉
法
」(

th
e

ch
ild

w
e

lfare
A

ct)

で
は
、｢

最
善
の
利
益｣

が
は
じ
め
て
文
字
ど

お
り
、
子
が
ひ
と
た
び
保
護
を
う
け
る
必
要
が
生
じ
る
と
き
、
処
理
方
法
の
選
択
を
決
定
す
る
た
め
の
指
導
的
な
要
因
と
定
め
ら
れ

た
。

(

９)

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
当
時
に
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
、｢

法
律
上
の
指
示
の
な
い
場
合
に
、
子
の
最
善
の
利
益
と
い
う
概
念
を
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導
入
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た｣

(

�)

と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
連
邦
の
一
九
八
六
年
の
「
離
婚
法
」(

A
n

A
ct

re
-

sp
e

ctin
g

D
iv

u
rce)

は
第
十
六
条
（
監
護
命
令
）
の
八
項
で
、｢

本
条
の
も
と
で
の
命
令
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
子
の
条
件
・
資
力

・
必
要
条
件
お
よ
び
他
の
事
情
を
参
照
し
て
決
定
さ
れ
る
婚
姻
に
よ
る
子
の
最
善
の
利
益
の
み
を
考
慮
に
入
れ
る
も
の
と
す
る｣

旨

を
明
示
し
て
い
る
。

(

�)

つ
い
で
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
一
九
八
七
年
の
「
児
童
法
改
正
法
」(

th
e

C
h

ild
re

n
’s

L
aw

R
e

fo
rm

A
ct)

の
第

二
十
四
条
に
よ
れ
ば
、

｢

監
護
ま
た
は
面
接
を
申
し
立
て
る
実
益｣

と
題
し
、
一
項
に
、｢

子
の
監
護
ま
た
は
子
と
の
面
接
に
関
す

る
本
章
の
も
と
で
の
申
立
の
実
益
は
、
子
の
最
善
の
利
益
を
基
礎
と
し
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る｣

と
定
め
る
。
つ
い
で
二
項
に
、

｢

子
の
最
善
の
利
益｣

と
題
し
、
裁
判
所
が
子
の
最
善
の
利
益
を
認
定
す
る
に
当
っ
て
考
慮
す
べ
き
事
情
を
�
か
ら
�
ま
で
具
体
的

に
列
挙
し
て
い
る
。

(

�)

筆
者
は
さ
き
に
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
い
く
つ
か
の
事
例
を
検
討
し
た
が

(

�)

、
こ
こ
で
改
め
て
別
個
の
立
場
か
ら
、

前
示
第
二
十
四
条
の
�
か
ら
�
ま
で
の
個
別
的
な
事
情
の
一
つ
一
つ
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
最
近
の
事
情
を

と
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
一
九
九
〇
年
の

｢

児
童
お
よ
び
家
庭
サ
ー
ビ
イ
ス
法｣

(
th

e
ch

ild
an

d
F

am
ily

se
rv

ice
A

ct)

も
そ
の
第
一
条
に
お
い
て
、｢

本
法
の
至
上
の
目
的
は
、
子
の
最
善
の
利
益
、
保
護
お
よ
び
福
祉
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
る｣

(

�)

旨
を

明
示
す
る
と
共
に
、
第
三
十
七
条
の
�
に
考
慮
す
べ
き
事
情
を
十
三
項
目
に
わ
た
っ
て
列
挙
し
て
い
る
。
な
お
、
一
九
九
〇
年
当
時

の
事
情
と
し
て
、｢

過
去
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
家
族
法
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
	
最
善
の
利
益


が
強
調
さ
れ
て
き
た｣

(

�)

と

指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
に
付
記
し
て
お
こ
う
。

(

１)

村
井

｢

子
の
共
同
監
護
を
め
ぐ
る
諸
問
題｣

神
戸
学
院
法
学
第
二
八
巻
二
号
二
九
三
頁
。

(

２)
M

.
L

ain
g
.

F
o

r
th

e
sak

e
o

f
th

e
ch

ild
re

n
:

P
re

v
e

n
tin

g
R

e
ck

le
ss

N
e

w
L

aw
s.

C
.

J.
F

.
L

.
v

o
l.

1
6
.

p
.

2
5

2
.

1
9

9
9
.
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(

３)
R

e
v

ise
d

statu
te

s
o

f
O

n
tario

.
1

9
7

0
.

v
o

l.
1
.

p
.

5
9

3
.

(
４)

J.
M

ac
K

in
n

o
n
.

B
e

st
in

te
re

sts
o

f
th

e
ch

ild
in

P
ro

te
ctiv

e
H

e
arin

g
:

A
M

o
re

aw
ay

fro
m

P
are

n
tal

R
ig

h
ts.

R
.

F
.

L
.

2
d
.

v
o

l.

1
4
.

p
.

1
2

2
.

1
9

8
0
.

(

５)
R

.
F

.
L

.
v

o
l.

1
2
.

p
.

2
7

3
.

1
9

7
3
.

(

６)
R

.
F

.
L

.
v

o
l.

2
1
.

p
.

3
1

5
.

1
9

7
5
.

(

７)
E

.
D

.
B

ay
d

a.
P

ro
ce

d
u

re
in

ch
ild

cu
sto

d
y

A
d

ju
d

icate
.

A
stu

d
y

in
th

e
im

p
o

rtan
ce

o
f

ad
je

ctiv
e

L
aw

.
C

.
J.

F
.

L
.

v
o

l.
3
.

p
.

1
3
.

1
9

8
0
.

(

８)

村
井

｢

家
族
法
に
関
す
る
報
告
書

続｣

一
九
三
六
年
三
月
・
カ
ナ
ダ
法
律
改
正
委
員
会
。
神
戸
学
院
法
学
第
三
二
巻
一
号
二
五
三

頁
。

(

９)
W

alte
r,

Ise
n

e
g

g
e

r,
B

ala.
B

e
st

in
te

re
st

in
ch

ild
P

ro
te

ctio
n

P
ro

ce
e

d
in

g
s:

Im
p

licatio
n

an
d

A
lte

rn
ativ

e
s.

C
.

J.
F

.
L

.
v

o
l.

1
2
.

p
p
.

3
7

2
�

3
7

3
.

1
9

9
5
.

(

�)
J.

M
ac

K
in

n
o

n
.

o
p
.

cit.
p
.

1
2

3
.

(

�)

村
井

｢

カ
ナ
ダ
の
新
離
婚
法｣

神
戸
学
院
法
学
第
一
八
巻
一
・
二
号
二
三
六
頁
―
二
三
七
頁
。

(

�)

村
井

｢

児
童
法
改
正
法
一
九
八
七
年

カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州

｣

神
戸
学
院
法
学
第
二
九
巻
二
号
一
一
七
頁
―
一
一
八
頁
。

(

�)

村
井

｢

子
の
監
護
と
幼
弱
年
令
の
原
則
を
め
ぐ
っ
て｣
神
戸
学
院
法
学
第
三
四
巻
四
号
三
七
頁
―
四
五
頁
。

(

�)
C

o
n

so
lid

ate
d

O
n

tario
F

am
ily

L
aw

statu
te

s
an

d
R

e
g

u
latio

n
s.

p
.

3
1
.

2
0

0
2
.

(

�)
S
.

T
.

T
o

o
p

e
.

R
id

in
g

th
e

F
e

n
ce

s:
co

u
rts,

ch
arte

r
R

ig
h

ts
an

d
F

am
ily

L
aw

.
C

.
J.

F
.

L
.

v
o

l.
9
.

p
.

6
7
.

1
9

9
0
�

9
1
.
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一

第
二
十
四
条
二
項

�

①

C
.

C
.

A
.

S
.

M
e

tro
T

ro
n

to
v
.

H
.(

K
.)
(

一
九
八
八)

事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
一
九
八
四
年
一
月
に
母
は
五
ヵ
月
に
な
る
男
子
を
児
童
援
助
協
会(

ch
ild

re
n
’s

A
id

so
cie

ty)

に
託
し
、

子
は
あ
る
里
親
夫
婦
に
引
き
取
ら
れ
た
。
一
九
八
四
年
の
年
末
、
里
親
は
子
を
養
子
に
し
た
い
と
考
え
た
の
で
、
協
会
は
子
を
国
王

の
被
後
見

(
cro

w
n

w
ard

sh
ip)

に
す
べ
く
申
請
し
た
が
、
裁
判
所
は
子
と
面
接
す
る
こ
と
な
く
請
求
を
斥
け
、
子
を
里
親
お
よ
び

母
方
の
祖
父
に
よ
る
共
同
監
護
と
し
な
が
ら
、
祖
父
母
の
許
で
生
活
す
べ
く
命
じ
た
の
で
、
里
親
が
控
訴
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
百
マ
イ
ル
も
離
れ
て
居
住
し
て
い
る
当
事
者
は
共
同
監
護

に
必
要
な
協
力
を
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
そ
れ
を
不
可
能
と
す
る
新
し
い
証
拠
が
認
め
ら
れ
た
。
子
の
心
理
的
検
査
に
よ
れ
ば
、
子

の
智
的
発
育
が
低
下
し
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
原
審
は
誤
っ
た
原
則
に
よ
っ
て
行
動
し
て
い
る
。
子
は
心
理
学
的
に
監

護
親
で
あ
る
里
親
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
生
活
の
大
部
分
を
里
親
と
す
ご
し
て
き
た
。
子
に
と
っ
て
は
彼
の
心
理
学
的
な
親
で
あ
っ

た
里
親
と
共
に
生
活
す
る
の
が
最
善
の
利
益
で
あ
る
。
子
の
福
祉
は
里
親
に
よ
っ
て
養
子
と
さ
れ
る
た
め
に
国
王
の
被
後
見
人

(
cro

w
n

aw
ard)

と
さ
れ
る
に
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
五
才
の
子
を
監
護
し
て
き
た
母
が
自
ら
の
力
の
限
界
を
感
じ
て
、
適
切
な
夫
婦
に
よ
っ
て
養
子
と
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

な
が
ら
、
児
童
援
助
協
会
に
子
を
託
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
養
子
縁
組
が
成
立
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
順
序
で
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手
続
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
。
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
一
九
九
四
年
の
「
児
童
お
よ
び
家
庭
サ
ー
ビ
イ
ス
法｣

(
th

e
C

h
ild

an
d

F
am

ily
S

e
rv

ice
A

ct)

が
第
一
条
に
「
諸
原
則
の
宣
言
」
と
題
し
、｢

本
法
の
目
的
は
、
�
児
童
の
最
善
の
利
益
・
保
護
お
よ
び
福

祉
を
促
進
す
る
こ
と
を
至
上
の
目
的｣

と
す
る
旨
を
明
示
し
て
い
る
。

(

２)

そ
の
う
え
で
第
七
章
を
「
養
子
縁
組
」
と
題
し
、
第
一
三
〇

条
以
下
に
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。

(

３)

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
協
会
に
託
さ
れ
て
い
る
十
六
才
未
満
の
子
を
養
子
に
し
た
い
と
望
む
夫

婦
が
あ
る
場
合
、
協
会
は
ま
ず
子
の
母
の
書
面
に
よ
る
同
意
お
よ
び
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
子
を
国
王
の
被
後
見
人
と
し
、
さ
ら

に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（d

ire
cto

r

）
の
書
面
に
よ
る
許
可
を
得
て
、
夫
婦
が
裁
判
所
に
縁
組
命
令
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

当
面
の
場
合
、
協
会
が
子
を
国
王
の
被
後
見
人
と
す
べ
く
申
請
し
た
の
に
対
す
る
原
審
の
判
断
が
問
題
で
あ
る
。
原
審
は
こ
の
請

求
を
斥
け
る
こ
と
に
よ
り
、
養
子
縁
組
へ
の
道
を
阻
止
し
た
。
そ
れ
の
み
で
な
く
、
里
親
と
母
方
の
祖
父
母
に
よ
る
子
の
共
同
監
護

(

４)

と
い
う
思
い
も
か
け
な
い
方
策
を
示
し
た
。
子
は
九
日
間
は
里
親
の
も
と
で
、
六
日
間
は
祖
父
母
の
も
と
で
生
活
す
べ
き
と
す
る
。

里
親
と
祖
父
母
の
住
居
が
近
く
に
あ
り
、
つ
ね
に
協
力
し
て
子
を
監
護
で
き
る
状
態
に
あ
れ
ば
別
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
、

一
〇
〇
マ
イ
ル
（
約
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
も
離
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
さ
に
遠
隔
地
の
監
護
（“

L
o

n
g

D
istan

ce
”

C
u

sto
d

y

）

(

５)

に
該
当
す
る
。
不
可
能
で
は
な
い
に
し
て
も
、
手
間
と
時
間
が
か
か
り
、
生
後
五
ヵ
月
の
子
を
監
護
す
る
に
適
切
な
方
法
と
は
い
え

な
い
。
こ
れ
ま
で
里
親
の
許
で
監
護
さ
れ
て
い
た
子
に
と
っ
て
は
、
知
的
な
発
育
の
た
め
に
も
、
ま
た
心
理
的
に
み
て
も
、
里
親
と

の
養
子
縁
組
の
も
と
で
正
式
の
養
子
と
し
て
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
子
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
原

審
は
子
を
国
王
の
被
後
見
人
と
し
た
う
え
で
、
養
子
縁
組
へ
の
道
を
開
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

１)
F

.
L

.
R

.
3

d
.

v
o

l.
2

1
.

p
.

1
1

5
.

(

２)
O

n
tario

A
n

n
o

te
te

d
F

am
ily

L
aw

S
e

rv
ice

.
p
.

1
5

1
.

1
9

8
4
.
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(

３)
O

n
tario

A
n

n
o

te
te

d
F

am
ily

L
aw

S
e

rv
ice

.
p

p
.

4
1

1
�

4
3

3
.

(
４)

村
井
「
子
の
共
同
監
護
の
是
非
」
神
戸
学
院
法
学
第
三
三
巻
四
号
六
九
頁
以
下
参
照
。

(
５)

M
e
.

A
n

n
e

-
F

ran
ce

G
o

ld
w

ate
r.

“
L

o
n

g
D

istan
ce

”
cu

sto
d

y
case

s.
C

.
F

.
L

.
Q

.
v

o
l.

1
6
.

p
.

1
4

5
.

1
9

9
8
.

②

Jarre
tt

v
.

Jarre
tt

（
一
九
九
四
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
二
人
の
子
の
父
母
は
一
九
九
四
年
に
離
婚
し
た
。
母
は
婚
姻
中
、
子
を
世
話
す
る
た
め
家
庭
に
留
ま
り
、

別
居
後
も
同
様
で
あ
っ
た
。
父
は
子
を
愛
し
、
婚
姻
中
は
家
族
を
養
う
た
め
に
働
い
た
。
母
は
離
婚
後
、
彼
女
の
家
族
が
住
む
Ｂ
・

Ｃ
州
で
仕
事
を
得
て
、
子
の
監
護
お
よ
び
同
州
に
子
を
連
れ
て
い
く
こ
と
の
許
可
を
裁
判
所
に
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
母
が
子
を
監
護
し
、
子
と
共
に
Ｂ
・
Ｃ
州
に
移
る
こ
と
を
許
可
し
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
父
は
彼
に
子
の
監
護
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
子
を
世
話
す
る
か
、
何
も
計
画
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
の
こ
の

よ
う
な
行
動
お
よ
び
子
の
生
活
の
中
で
母
の
占
め
る
支
配
的
な
役
割
を
基
礎
と
す
る
と
き
、
母
が
い
ぜ
ん
と
し
て
子
の
世
話
を
す
る

こ
と
が
子
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
で
あ
ろ
う
。
父
が
子
と
の
関
係
を
維
持
す
る
つ
も
り
な
ら
ば
、
短
期
間
の
う
ち
に
定
期
的
に
面
接

を
実
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
も
し
母
が
オ
ン
タ
リ
オ
に
留
ま
る
こ
と
を
強
制
す
る
な
ら
ば
、
彼
女
お
よ
び
子
が
終
り
の
な

い
衝
突
と
貧
困
に
さ
ら
さ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

こ
こ
で
は
離
婚
後
に
父
母
が
二
人
の
子
を
ど
ち
ら
が
ど
の
よ
う
に
し
て
監
護
す
る
か
、
ま
た
他
方
は
子
と
の
面
接
の
具
体
的
な
方

法
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
、
本
来
な
ら
ば
離
婚
す
る
に
当
っ
て
前
も
っ
て
協
議
し
て
決
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
決
定
で
き
な

け
れ
ば
離
婚
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
の
判
決
に
ま
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
で
も
、
父
母
各
自
が
子
の
監
護
を
得
た
い
と
望
む
な

ら
ば
、
そ
れ
相
当
に
合
理
的
な
段
取
り
を
予
め
決
め
て
お
く
の
が
得
策
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
、
当
面
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
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母
は
彼
女
の
家
族
の
住
む
他
州
に
子
を
連
れ
て
移
り
、
そ
こ
で
仕
事
を
得
て
子
を
監
護
す
る
準
備
を
と
と
の
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
父
も
離
婚
後
に
子
を
監
護
し
た
い
と
望
む
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
の
主
体
的
・
実
質
的
な
準
備
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

だ
が
、
現
実
に
は
父
の
方
は
自
分
の
側
よ
り
積
極
的
に
子
の
監
護
を
求
め
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
そ
の
た
め
の
準
備
も
全
く
し
て
い

な
い
。
さ
ら
に
子
の
監
護
が
母
に
与
え
ら
れ
た
場
合
に
備
え
て
、
子
と
の
面
接
を
求
め
る
意
思
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
子
の
監
護
を

め
ぐ
る
最
善
の
利
益
は
何
か
を
考
え
る
と
き
、
右
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
子
の
監
護
を
父
に
託
す
こ
と
は
と
う
て
い
許
さ
れ
ま
い
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
4

th
.

v
o

l.
1

0
.

p
.

2
4
.

③

L
y

n
ch

v
.

L
y

n
ch
(

一
九
九
五)

事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
七
五
年
に
婚
姻
し
た
。
彼
等
は
婚
姻
後
に
夫
が
六
十
％
、
妻
が
四
十
％
を
出
資
し
、
畜
殺
場

の
仕
事
を
始
め
た
。
彼
等
は
ま
た
六
十
七
エ
ー
カ
ー
の
農
場
と
住
宅
を
取
得
し
た
。
妻
は
夫
と
共
に
仕
事
に
従
事
し
、
家
事
と
四
人

の
子
の
監
護
に
当
っ
た
。
一
九
八
八
年
、
妻
は
夫
を
説
得
し
、
彼
女
が
兄
と
共
同
で
す
る
住
宅
建
設
の
た
め
銀
行
か
ら
三
十
万
ド
ル

の
ロ
ー
ン
を
得
た
。
そ
の
後
、
妻
は
家
族
と
す
ご
す
時
間
が
少
な
く
な
り
、
一
九
九
一
年
に
夫
と
別
居
し
、
子
は
父
の
許
に
残
っ
て

い
た
。
ま
た
夫
婦
財
産
の
分
剰
の
訴
を
提
起
し
、
双
方
が
子
の
監
護
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
夫
が
五
十
万
ド
ル
を
妻
に
支
払
う
よ
う
命
じ
、
四
人
の
子
の
監
護
を
夫
に
、
子
と
の
面
接
を
妻
に
認
め
、

次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
母
が
子
と
共
に
婚
姻
住
宅
を
去
っ
た
短
時
間
を
除
き
、
子
は
つ
ね
に
父
の
許
に
い
た
。

母
は
子
の
一
人
が
自
分
の
気
持
ち
を
制
禦
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
監
護
を
請
求
し
た
が
、
こ
の
主
張
は
斥
け
ら
れ
た
。
彼
は
兄
弟

三
人
と
共
に
婚
姻
住
宅
の
近
く
の
学
校
に
通
っ
て
お
り
、
家
族
が
分
れ
分
れ
に
な
ら
な
い
こ
と
が
兄
弟
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
で
あ
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る
。
母
は
自
由
に
子
と
面
接
で
き
る
が
、
四
十
八
時
間
前
に
予
め
通
知
し
、
子
の
意
思
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
問
題
を
子
の
監
護
・
面
接
に
絞
っ
て
み
よ
う
。
妻
は
当
初
、
夫
と
共
に
仕
事
に
精
を
出
し
、
四
人
の
子
の
監
護
に
当
っ

て
い
た
が
、
兄
と
の
共
同
事
業
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
、
家
族
と
共
に
す
ご
す
時
間
が
少
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
四
人
の
子
の
監
護

の
た
め
に
母
が
す
ご
す
時
間
が
減
少
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
監
護
の
仕
事
を
ほ
と
ん
ど
父
が
一
手
に
引
き
受
け
た
の
が

実
情
に
ち
が
い
な
い
。
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
は
、
六
才
よ
り
十
六
才
ま
で
の
約
十
年
間
が
子
の
義
務
教
育
の
期
間
と
さ
れ
て
い
る
。

(

２)

年

令
か
ら
み
て
四
人
の
男
子
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
当
る
。
彼
等
は
父
の
許
か
ら
近
く
の
学
校
に
揃
っ
て
通
学
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
母
が
口
出
し
す
る
余
地
は
何
も
な
い
。
し
か
し
、
母
は
子
の
う
ち
の
一
人
が
精
神
的
に
不
安
定
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

そ
の
子
の
み
彼
女
の
監
護
に
託
す
よ
う
請
求
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
裁
判
所
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
。
も
し
こ
の
子
が

女
子
で
あ
り
、
し
か
も
母
の
主
張
す
る
よ
う
な
事
情
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
母
の
監
護
の
も
と
に
お
く
こ
と
も
妥
当
と
思
わ

れ
、
結
論
は
ち
が
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
三
人
の
男
子
は
父
の
許
に
、
一
人
の
女
子
は
母
の
許
で
の
監
護
を
認
め
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
よ
う
。
だ
が
、
現
実
に
は
四
人
の
男
子
の
一
人
で
あ
る
。
他
の
三
人
の
兄
弟
と
共
に
父
の
監
護
の
許
で
近
く
の
学
校
に
通
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
の
問
題
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
あ
と
に
は
、
母
に
よ
る
子
と
の
面
接
の
問
題
が
残
さ
れ
る
。
裁
判
所
は

母
に
子
と
の
自
由
な
面
接
を
認
め
な
が
ら
、
四
十
八
時
間
前
に
通
知
し
、
子
の
意
思
を
考
慮
す
る
よ
う
求
め
る
。
だ
が
、
果
し
て
こ

の
よ
う
な
条
件
は
必
要
で
あ
ろ
う
か
。
通
知
を
う
け
た
父
が
母
に
よ
る
面
接
を
子
の
意
思
に
反
し
て
拒
否
す
る
事
態
も
生
じ
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
も
、
子
の
意
思
を
確
認
す
る
な
ん
ら
か
の
手
段
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
4

th
.

v
o

l.
1

2
.

p
.

3
6

7
.

(

２)

六
才
よ
り
十
六
才
ま
で
の
八
年
―
十
年
が
義
務
教
育
の
期
間
と
さ
れ
る
。
カ
ナ
ダ

(

ジ
エ
ト
ロ
貿
易
シ
リ
ー
ズ
二
八
二)

一
三
五
頁
。
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④
A

lx
an

d
e

r
v
.

C
re

ary
(

一
九
九
五)

事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
九
三
年
九
月
に
同
居
し
た
が
、
翌
九
四
年
に
子
が
生
ま
れ
た
の
ち
別
居
し
た
。
子
が
三
ヵ
月

に
な
っ
た
頃
に
母
子
は
他
男
と
同
居
を
始
め
た
。
ト
ロ
ン
ト
大
学
大
学
院
を
卒
業
し
て
い
た
二
十
八
才
の
母
は
、
裁
判
上
の
和
解
に

よ
り
、
同
年
九
月
に
子
の
監
護
を
認
め
ら
れ
た
。
父
は
母
に
対
す
る
虐
待
を
理
由
に
有
罪
と
さ
れ
、
保
護
観
察
命
令
（p

ro
b

atio
n

o
rd

e
r

）
に
よ
る
不
接
触
条
項
（N

o
n

co
n

tact
o

rd
e

r

）
に
か
か
わ
ら
ず
、
妻
を
な
や
ま
せ
て
い
た
。
彼
は
自
分
を
尊
敬
し
な
い
子
は

殴
打
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
子
と
の
面
接
は
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
面
接
す
る
の
は
ま
れ
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
最
後

の
瞬
間
に
約
束
を
取
り
消
し
た
。
母
は
父
の
極
端
な
気
性
を
理
由
に
子
と
の
面
接
に
反
対
す
る
が
、
父
は
納
得
の
い
か
な
い
言
い
訳

け
を
し
な
が
ら
、
面
接
を
請
求
す
る
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
父
の
請
求
を
斥
け
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
父
は
自
分
が
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と

を
不
完
全
な
言
い
訳
け
で
立
証
し
よ
う
と
し
た
が
、
彼
の
態
度
は
責
任
回
避
で
あ
る
。
彼
の
過
去
の
暴
力
行
為
は
面
接
と
関
連
し
て

い
て
、
自
分
の
怒
り
を
制
御
で
き
ず
、
子
と
の
間
に
は
情
緒
的
な
結
び
つ
き
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
情
況
の
も
と
で
、
現
実

的
に
提
案
で
き
る
の
は
「
監
督
付
き
の
面
接
」(

su
p

e
rv

ise
d

acce
ss)

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
。

こ
こ
に
み
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
「
家
庭
内
暴
力
防
止
法
」(

D
o

m
e

stic
V

io
le

n
ce

P
ro

te
ctin

g
A

ct)

が
制

定
さ
れ
、
第
三
条
に
は
介
入
命
令
（In

te
rv

e
n

tio
n

o
rd

e
r

）
ま
た
は
第
四
条
に
は
緊
急
介
入
命
令
（E

m
e

rg
e

n
cy

in
te

rv
e

n
tio

n

o
rd

e
r

）
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

(

２)

だ
が
、
本
件
は
時
間
的
に
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
法
第
一
一
〇

章
の
若
年
犯
罪
者
法

(

３)

（Y
o

u
n

g
o

ffe
n

d
e

rs
act

）
の
も
と
で
、
保
護
観
察
命
令
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
命
令
は
特
定

の
個
人
に
つ
い
て
な
さ
れ
、
彼
ま
た
は
彼
女
が
ど
こ
に
行
く
か
に
関
係
な
く
、
い
ぜ
ん
と
し
て
効
力
を
有
す
る
と
さ
れ
る
。

(

４)

そ
れ
に

監護・面接と子の最善の利益
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(910)

し
て
も
、
父
の
と
る
態
度
は
余
り
に
も
無
責
任
で
あ
る
。
前
記
の
命
令
で
母
と
の
接
触
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
に
違
反
し
て
接
触
を
こ
こ
ろ
み
た
り
、
正
当
な
理
由
も
な
く
子
を
殴
打
す
る
。
ま
た
、
子
と
の
面
接
は
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の

権
利
を
ま
と
も
に
行
使
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
誠
実
な
父
に
対
し
て
は
、
子
と
の
面
接
を
禁
止
し
て
も
不
都
合
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
だ
が
、
裁
判
所
は
監
督
付
き
の
面
接
を
提
案
し
て
い
る
。

本
来
、
父
子
間
の
面
接
は
、
子
を
現
実
に
監
護
し
て
い
る
母
と
父
が
予
め
、
ま
た
は
そ
の
た
び
毎
に
協
議
し
て
、
日
時
、
場
所
等

を
取
り
決
め
て
実
行
さ
れ
る
の
が
普
通
の
状
態
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
こ
に
い
う
監
督
付
き
の
面
接
は
そ
の
様
相
を
異
に
す
る
。
次

の
よ
う
な
解
説
が
こ
れ
を
明
確
に
物
語
っ
て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
親
子
関
係
の
最
尖
端
に
お
い
て
、
そ
の
関
係
が
終
了
す

る
わ
ず
か
間
一
発
前
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
命
令
を
す
る
裁
判
所
が
最
も
し
ば
し
ば
拠
り
所
と
す
る
理
由
は
、
①
親

子
の
実
質
の
濫
用
、
②
子
が
直
接
に
身
体
的
・
感
情
的
虐
待
を
経
験
し
、
ま
た
は
家
庭
内
暴
力
を
証
言
、
③
性
虐
待
の
申
立
、
④
誘

拐
の
危
険
性
、
⑤
精
神
健
康
問
題
・
個
性
の
不
調
お
よ
び
⑥
長
期
間
経
過
後
の
親
子
の
再
会
ま
た
は
接
触
の
皆
無
、
等
々
に
あ
る
と

さ
れ
る
。

(

５)

で
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
監
督
付
き
の
面
接
は
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

具
体
的
に
は
、
州
内
を
通
じ
て
州
政
府
が
監
督
付
き
面
接
の
施
設
に
資
金
を
提
供
す
る
。
こ
れ
ら
は
私
立
の
施
設
ま
た
は
個
人
と
の

連
絡
を
通
じ
て
設
け
ら
れ
、
裁
判
所
の
た
め
に
す
ば
ら
し
く
、
ま
た
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
る
面
接
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
施
設
を
提

供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
家
族
は
裁
判
所
の
命
令
の
も
と
に
、
ま
た
は
両
当
事
者
が
書
面
で
合
意
す
れ
ば
、
こ
の
施
設
を
利
用
で
き
る

と
い
う
。

(

６)

当
面
の
事
件
に
お
い
て
、
父
と
子
と
の
間
に
裁
判
所
が
提
案
す
る
右
の
よ
う
な
実
算
を
具
え
た
監
督
付
き
の
面
接
が
実
行

に
移
さ
れ
る
と
き
、
果
し
て
ど
の
程
度
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。
答
え
を
出
す
に
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
監
督
付
き
の
面
接
と

い
う
制
度
を
詳
細
に
知
る
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。

神戸学院法学 第35巻第４号

130



(911)

(

１)
R

.
F

.
L

.
4

th
.

v
o

l.
1

4
.

p
.

3
1

1
.

(
２)

C
o

n
so

lid
ate

d
O

n
tario

F
am

ily
L

aw
statu

te
an

d
re

g
u

latio
n
.

p
p
.

2
4

0
�

2
4

2
.

2
0

0
0
.

(
３)

th
e

D
ictio

n
ary

o
f

C
an

ad
ian

L
aw

.
3

d
.

e
d
.

p
.

1
4

2
6
.

(

４)
th

e
D

ictio
n

ary
o

f
C

an
ad

ian
L

aw
.

p
.

9
9

7
.

(

５)
M

arie
L

.
G

o
rd

o
n
.

S
u

p
e

rv
ise

d
A

cce
ss:

W
h

y
.

W
h

e
n
.

H
o

w
-L

o
n

g
?

C
.

F
.

L
.

Q
.

v
o

l.
2

2
.

p
p
.

1
8

5
�

1
8

6
.

(

６)
M

arie
L

.
G

o
rd

o
n
.

o
p
.

cit.
p
.

2
0

7
.

⑤

C
h

ap
m

an
v
.

C
h

ap
m

an

（
二
〇
〇
一
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
子
の
父
方
の
祖
母
は
月
毎
の
面
接
と
週
毎
の
電
話
に
よ
る
対
話
を
請
求
し
た
。
裁
判
所
で
は
、
祖
父
母
に

よ
る
子
と
の
面
接
が
子
の
両
親
の
意
思
に
反
し
て
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
両
親
は
原
則
と
し
て
面
接
に

反
対
し
な
い
が
、
そ
の
回
数
は
彼
等
が
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
祖
母
は
児
童
法
改
正
法
第
二
十
一
条
の
も
と
で
面
接
を

請
求
し
た
。
祖
母
の
請
求
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
両
親
が
控
訴
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
控
訴
を
是
認
し
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
面
接
の
性
質
お
よ
び
そ
の
目
的
は
、
子

の
最
善
の
利
益
に
合
致
す
べ
く
、
子
の
希
望
を
考
慮
し
て
両
親
が
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
祖
母
の
そ
れ
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
。
両

親
は
子
の
最
善
の
利
益
を
保
護
し
、
い
か
に
し
て
彼
等
の
ニ
ー
ズ
に
最
も
よ
く
適
応
で
き
る
か
を
決
定
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
と

い
う
。

こ
こ
で
祖
母
が
自
分
の
主
張
の
根
拠
と
す
る
児
童
法
改
正
法
の
第
二
十
一
条
に
よ
れ
ば
、｢

子
の
親

(
a

p
arre

n
t)

ま
た
は
そ
れ

以
外
の
人
は
、
裁
判
所
に
子
の
監
護
も
し
く
は
子
と
の
面
接
、
ま
た
は
子
の
監
護
の
付
帯
条
件
の
局
面
を
決
定
す
る
命
令
を
申
し
立

て
る
こ
と
が
で
き
る｣

(

２)

旨
を
定
め
て
い
る
。
果
た
し
て
祖
母
は
こ
こ
に
い
う
「
親
」
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。｢

元
来
は
子
の

監護・面接と子の最善の利益
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父
を
指
す
言
葉
で
あ
る
が
、
母
を
指
す
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
は
父
母
両
者
を
と
も
に
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
継
父
母

(
ste

p
-p

are
n

ts)

、
祖
父
母
（g

ran
d
-p

are
n

ts

）
な
ど
は
含
ま
な
い
」

(

３)

と
の
説
明
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、｢

父
、
母
、
祖
父
、
祖
母
、

義
父
、
義
母
を
含
む
と
し
て
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
当
面
の
場
合
、
父
母
の
一
方
が
子
を
監
護
し
、
他
方
が
子
と
の
面
接
を

続
け
て
い
て
、
何
の
不
都
合
も
生
じ
て
い
な
い
。
父
方
の
祖
母
が
孫
と
の
面
接
を
求
め
た
の
が
事
の
始
ま
り
で
あ
る
。
子
に
親
お
よ

び
祖
父
母
が
い
る
と
き
、
子
を
監
護
す
る
第
一
次
的
の
義
務
は
親
が
負
っ
て
い
る
。
父
方
の
祖
母
が
正
当
な
理
由
も
な
く
孫
の
監
護

を
要
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
問
題
は
別
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
面
接
を
請
求
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
父
母
の
一
方
が
子
と
面
接
を
継
続

し
て
親
子
と
し
て
の
良
好
な
関
係
を
維
持
・
継
続
し
て
い
る
と
き
、
祖
母
と
の
面
接
を
許
す
こ
と
に
よ
っ
て
何
の
不
都
合
も
生
じ
な

け
れ
ば
、
と
り
立
て
て
問
題
は
な
か
ろ
う
。
だ
が
、
子
に
祖
母
と
の
面
接
を
許
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
父
母
と
の
正
常
な
関
係
が

乱
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
る
な
ら
ば
、
か
か
る
面
接
を
継
続
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
当
面
の
場
合
に
裁
判
所
が
両
親
の
控

訴
を
認
め
た
の
は
、
祖
母
が
子
と
父
母
と
の
関
係
を
乱
そ
う
と
し
た
た
め
、
子
の
最
善
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
か
ら
に
ち
が
い
な
か
ろ
う
。

(

１)
In

te
rn

atio
n

al
S

u
rv

e
y

o
f

F
am

ily
L

aw
.

2
0

0
2
.

p
.

1
2

6
.

(

２)

村
井
「
児
童
法
改
正
法

一
九
八
七
年
」
神
戸
学
院
法
学
第
二
九
巻
二
号
一
一
六
頁
。

(

３)

高
柳
・
末
延
編
「
英
米
法
辞
典
」
二
四
三
頁
。

二

第
二
十
四
条

�
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(913)

①
D

o
ch

e
rty

v
.

D
o

ch
e

rty
(

一
九
九
五)

事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
七
八
年
に
婚
姻
し
、
五
ヵ
月
後
に
別
居
し
た
。
一
九
八
二
年
の
離
婚
手
続
で
母
は
五
才
の
息

子
の
監
護
を
得
た
。
子
は
引
続
い
て
母
と
生
活
し
、
父
が
子
と
面
接
し
て
い
た
が
、
父
は
子
の
監
護
を
自
分
に
変
更
す
る
よ
う
請
求

し
た
。
一
人
の
専
門
家
（
ア
セ
ツ
サ
ー
）
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
当
初
、
母
が
監
護
を
継
続
す
る
の
に
賛
成
し
た
が
、
そ
の

後
、
母
へ
の
通
知
な
し
に
父
と
面
接
し
た
結
果
、
当
初
の
判
断
を
変
更
し
、
父
に
監
護
を
託
す
よ
う
に
勧
告
し
た
。
他
の
ア
セ
ツ
サ

ー
は
父
母
と
面
接
し
、
母
が
子
を
監
護
す
べ
く
勧
告
し
た
。
原
審
は
母
が
新
ら
た
に
子
を
出
産
し
た
た
め
、
子
と
す
ご
す
時
間
が
少

な
く
な
っ
た
こ
と
を
認
定
し
、
父
の
請
求
を
支
持
す
る
ア
セ
ツ
サ
ー
の
説
に
よ
り
、
父
に
子
の
監
護
を
与
え
た
の
で
、
母
が
控
訴
し

た
。裁

判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
母
の
控
訴
を
認
め
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
監
護
親
に
つ
い
て
の
子
の
選
択
は
首

尾
一
貫
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
は
子
の
希
望
に
重
点
を
お
く
べ
き
で
は
な
い
。
離
婚
法
の
も
と
で
子
の
監
護
を

定
め
る
こ
と
は
、
子
の
最
善
の
利
益
に
合
致
す
る
正
確
な
命
令
と
推
定
さ
れ
た
。
父
が
母
に
代
っ
て
子
の
監
護
を
引
き
受
け
る
た
め

に
は
、
そ
れ
を
正
当
と
す
る
事
情
の
変
更
が
生
じ
た
こ
と
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
母

の
控
訴
は
是
認
さ
れ
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
お
い
て
は
、
一
九
七
八
年
十
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
児
童
法
改
正
法
」
の
第
二
十
条
に
「
子

の
ニ
ー
ズ
の
評
価
」
と
題
し
、
第
一
項
に
、｢

子
の
監
護
ま
た
は
子
と
の
面
接
に
関
す
る
申
立
が
そ
の
面
前
に
提
出
さ
れ
た
裁
判
所

は
、
命
令
に
よ
り
、
技
術
的
ま
た
は
専
門
的
に
熟
練
し
た
人
を
任
命
し
、
子
の
ニ
ー
ズ
ま
た
は
子
の
ニ
ー
ズ
を
満
足
さ
せ
る
当
事
者

ま
た
は
そ
の
中
の
誰
れ
か
の
能
力
お
よ
び
積
極
性
に
関
し
て
、
裁
判
所
に
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
、
十
五
項
目
に
わ

た
っ
て
詳
細
な
規
定
を
設
け
て
い
る
。

(

２)

子
の
監
護
・
面
接
を
め
ぐ
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
は
ア
セ
ツ
サ
ー
の
選
定
も
含

監護・面接と子の最善の利益

133



(914)

め
て
す
で
に
詳
し
く
検
討
し
た
と

(

３)

こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
土
台
と
し
て
当
面
の
事
件
を
み
る
と
き
、
裁
判
所
は
数
名
の
ア
セ
ツ
サ
ー

を
指
名
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
命
じ
た
。
ア
セ
ツ
サ
ー
が
全
員
一
致
し
て
妥
当
な
結
論
を
だ
し
て
お
れ
ば
問
題
は
別
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
う
ち
の
一
人
は
、
当
初
、
母
に
よ
る
子
の
監
護
に
賛
成
し
な
が
ら
、
父
と
面
接
し
た
結
果
、
逆
の
結
論
を
出
す
。
ア
セ

ツ
サ
ー
と
し
て
は
当
初
よ
り
慎
重
に
父
母
を
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
聞
き
、
い
ず
れ
の
側
に
子
の
監
護
を
託
す
の
が
子
の
最
善
の
利
益

に
な
る
か
を
判
断
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
子
自
身
が
父
母
の
い
ず
れ
に
よ
る
監
護
を
望
む
の
か
、
は
っ
き
り
し
た

意
見
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
意
見
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
だ
が
、
当
面
の
場
合
に
子
は
ま
だ
五
才
で
あ
り
、

そ
れ
を
期
待
す
る
の
は
無
理
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
す
べ
て
が
ア
セ
ツ
サ
ー
の
判
断
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
る
と
き
、

一
人
の
ア
セ
ツ
サ
ー
の
判
断
は
軽
率
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
他
の
二
人
は
、
父
母
双
方
の
立
場
を
理
解
し
た
上
で
、

引
続
い
て
母
が
子
を
監
護
す
る
の
が
子
に
と
っ
て
の
最
善
の
利
益
と
考
え
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
3

d
.

v
o

l.
2

1
.

p
.

9
2
.

(

２)

村
井
「
児
童
法
改
正
法

一
九
八
七
年
」
神
戸
学
院
法
学
第
二
九
巻
二
号
一
二
〇
頁
。

(

３)

村
井
「
子
の
監
護
・
面
接
を
め
ぐ
る
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト)

」
神
戸
学
院
法
学
第
三
五
巻
二
号
五
三
頁
以
下
参
照
。

②

B
o

u
k

e
n

a
v
.

B
o

u
k

e
n

a

（
一
九
九
七
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
両
親
は
一
九
九
三
年
に
離
婚
し
、
母
の
許
に
い
る
七
才
の
娘
を
共
同
監
護
す
る
旨
の
合
意
を
し
た
が
、
現

実
に
は
母
が
主
に
世
話
し
て
き
た
。
父
は
そ
の
後
に
他
女
と
同
居
し
、
子
が
生
ま
れ
た
。
一
九
九
六
年
に
母
は
ニ
ュ
ー
ジ
ヤ
ー
シ
ー

に
住
む
男
と
再
婚
し
、
子
を
父
の
許
に
残
し
て
そ
の
地
に
移
っ
た
。
両
親
は
こ
れ
ま
で
続
い
た
子
の
共
同
監
護
に
つ
い
て
合
意
書
に
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署
名
し
、
十
一
才
の
子
の
住
居
は
従
来
ど
お
り
に
父
の
住
む
ト
ロ
ン
ト
と
定
め
た
。
こ
の
合
意
書
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
ま
た
は
子
に

重
大
な
事
情
の
変
更
が
生
じ
た
と
き
、
合
意
書
の
内
容
を
変
更
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
た
。
母
は
子
が
彼
女
と
共
に
ニ
ュ
ー
ジ
ヤ
ー

シ
ー
に
移
る
こ
と
を
切
望
す
る
の
は
重
大
な
事
情
の
変
更
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
の
点
に
関
す
る
合
意
の
変
更
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
母
の
請
求
を
斥
け
、
子
を
父
の
単
独
監
護
と
し
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
親
は

彼
等
の
娘
を
愛
し
て
お
り
、
彼
女
に
と
っ
て
良
き
両
親
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
等
の
親
と
し
て
の
ス
タ
イ
ル
は
ち
が
っ
て
お
り
、

父
は
母
よ
り
も
順
応
性
に
富
ん
で
い
る
。
子
の
主
た
る
住
居
に
つ
い
て
の
一
九
九
六
年
の
合
意
を
変
更
す
べ
き
理
由
は
存
在
せ
ず
、

父
が
単
独
で
監
護
し
、
母
に
特
定
の
面
接
を
認
め
る
こ
と
が
子
に
と
っ
て
の
最
善
の
利
益
で
あ
る
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
両
親
が
別
居
ま
た
は
離
婚
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
今
後
、
幼
い
子
を
監
護
す
る
方
法
に
は
三
つ
の
選
択
枝
が
あ
ろ
う
。

一
つ
は
単
独
監
護

(
S

o
le

cu
sto

d
y)

、
二
つ
目
は
分
割
監
護
（sp

rit
cu

sto
d

y

）
で
あ
り
、
三
つ
目
は
交
替
監
護
（alte

rn
ativ

e

cu
sto

d
y

）
に
な
る
。
当
面
の
場
合
、
離
婚
当
初
は
七
才
の
娘
の
共
同
監
護
と
い
い
な
が
ら
、
現
実
に
は
母
に
よ
る
単
独
監
護
に
ほ

か
な
ら
な
か
っ
た
。
事
態
が
そ
の
ま
ま
で
推
移
す
れ
ば
別
段
の
問
題
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
事
情
の
変
更
は
父
母
の
双
方

に
発
生
し
た
。
母
は
他
男
と
再
婚
し
、
子
を
父
の
許
に
残
し
て
他
の
地
に
移
っ
た
。
父
も
他
女
と
同
居
し
て
、
す
で
に
子
が
生
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
合
意
書
は
い
ぜ
ん
と
し
て
子
を
共
同
監
護
と
す
る
が
、
実
際
に
は
す
で
に
十
一
才

に
達
し
た
子
の
意
思
を
重
視
し
、
こ
の
時
点
で
、
合
意
書
の
内
容
と
は
う
ら
は
ら
に
、
父
に
よ
る
単
独
監
護
に
移
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
と
み
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
娘
は
�
母
に
比
較
し
て
、
い
っ
そ
う
順
応
性
に
富
ん
で
い
る
父
�
の
も
と
で
の
生
活
を
望

ん
で
い
る
と
い
う
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
母
の
側
よ
り
も
、
父
の
新
し
い
家
族
と
の
好
ま
し
い
触
れ
合
い
が
大
き
な
契
機
に
な
っ
て

い
て
、
子
の
最
善
の
利
益
が
こ
こ
に
見
出
さ
れ
る
と
裁
判
所
が
判
断
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
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(

１)
R

.
F

.
L

.
3

d
.

v
o

l.
3

1
.

p
.

3
2

9
.

③

W
o

rth
in

g
to

n
v
.

W
o

rth
in

g
to

n
(

二
〇
〇
〇)

事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
二
人
の
子
の
あ
る
夫
婦
が
別
居
し
た
。
子
の
仮
監
護
が
母
に
与
え
ら
れ
、
教
会
で
二
人
の
子
を
一
週
間
毎

に
父
と
面
接
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
六
週
間
後
、
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
児
童
養
育
セ
ン
タ
ー
（N

iag
ara

ch
ild

D
e

v
e

lo
p

m
e

n
t

ce
n

te
r

-

N
.

C
.

D
.

C
.

）
に
お
け
る
面
接
が
命
令
さ
れ
た
。
こ
の
命
令
に
対
し
、
セ
ン
タ
ー
は
、
父
の
行
動
、
無
礼
さ
お
よ
び
子
に
対
し
て
不

適
切
な
質
問
を
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
父
に
手
助
け
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
そ
の
結
果
、
面
接
を
休
止
す
る
命
令
が
な
さ
れ
た
。

母
は
子
の
監
護
を
請
求
し
、
父
も
子
の
監
護
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
面
接
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
母
の
請
求
を
認
め
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
の
最
善
の
利
益
は
母
に
よ
る
監
護

で
達
成
さ
れ
よ
う
。
面
接
に
関
す
る
父
の
請
求
は
、
い
か
な
る
方
法
で
も
支
持
さ
れ
な
い
。
非
監
護
親
は
面
接
に
関
す
る
絶
対
的
な

権
利
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
父
と
の
面
接
の
命
令
は
子
に
感
情
的
な
損
害
を
生
じ
さ
せ
よ
う
。
父
は
子
の
生
活
に
つ
い
て
有
意

義
で
積
極
的
な
力
を
示
し
て
お
ら
ず
、
子
と
直
接
ま
た
は
間
接
に
接
触
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。

も
と
も
と
、
子
の
両
親
は
別
居
し
た
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
す
で
に
心
身
と
も
に
深
い
傷
を
う
け
て
い
る
が
、
子
が
自
分
の
手
許
か

ら
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
傷
は
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
。
そ
し
て
、
子
の
監
護
が
一
方
の
親
に
許
さ
れ
る
こ
と
は
、
他
方
の

親
が
善
良
で
な
い
こ
と
を
暗
黙
に
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
子
は
監
護
権
を
失
っ
た
他
方
の
親
に
よ
り
、
面
接
を
好
機
と
し
て
、

い
わ
ば
人
質
と
し
て
利
用
さ
れ
る
危
険
が
生
じ
て
く
る
。

(

２)

面
接
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
子
と
面
接
す
る
の
が
親
の
権
利
で
あ
る
と

か
、
親
と
面
接
す
る
の
が
子
の
権
利
で
あ
る
と
か
、
一
方
の
立
場
の
み
か
ら
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
間
の
合
理
的
な
妥
協

を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。
親
が
子
と
面
接
す
る
こ
と
が
子
の
最
善
の
利
益
を
損
う
恐
れ
の
な
い
限
り
、
親
が
子
と
面
接
す
る
権
利
を

神戸学院法学 第35巻第４号

136



(917)

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
と
同
様
に
、
親
と
面
接
す
る
こ
と
が
子
の
最
善
の
利
益
に
と
っ
て
必
要
か
つ
有
益
で
あ
る
限
り
、

子
が
親
に
向
っ
て
面
接
し
て
く
れ
る
よ
う
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る
と
判
断
し
て
よ
い
。
で
は
、
当
面
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

母
に
二
人
の
子
の
仮
監
護
が
認
め
ら
れ
、
一
週
間
毎
に
父
と
面
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
こ
こ
で
父
に
よ
る
子
と
の

面
接
が
開
始
・
継
続
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ
た
。
父
の
行
動
、
無
礼
さ
お
よ
び
子
に
対
す
る
不
適
切
な
質
問

を
す
る
こ
と
が
そ
の
理
由
と
さ
れ
る
。
父
に
は
子
と
面
接
す
る
権
利
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
に
当
っ
て
は
、
あ

く
ま
で
も
子
の
最
善
の
利
益
に
適
合
す
る
よ
う
な
方
法
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
面
の
場
合
に
父
が
ど
の
よ
う
な
理
由
か

ら
前
示
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
彼
は
自
分
の
行
動
に
よ
っ
て
子
の
側
か
ら
面
接
を
拒
否
さ
れ
、
自
分

自
身
で
子
と
の
面
接
を
求
め
る
権
利
を
喪
失
し
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
5

th
.

v
o

l.
3
.

p
.

2
2

0
.

(

２)
R

.
K

.
A

lle
n
,

A
su

rv
e

y
o

f
ch

ild
cu

sto
d

y
in

O
n

tario
.

C
.

F
.

L
.

Q
.

v
o

l.
9
.

p
.

1
1
.

1
9

9
2
.

三

第
二
十
四
条

�

①

V
o

o
tm

an
v
.

V
o

o
tm

an
(

一
九
九
四)

事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
八
才
と
六
才
の
二
人
の
男
子
の
両
親
は
一
九
八
二
年
に
婚
姻
し
、
同
八
六
年
に
別
居
し
た
。
母
は
仮
命
令
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に
よ
り
年
下
の
子
の
監
護
、
父
は
年
長
の
子
の
監
護
を
し
て
い
る
。
二
人
の
臨
床
心
理
学
者
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
書
に
よ
れ

ば
、
父
に
二
人
の
子
の
監
護
を
与
え
る
よ
う
勧
告
す
る
。
母
は
「
エ
ホ
バ
の
証
人
」(

Je
h

o
v

ah
’s

w
itn

e
ss)

、
父
は
「
オ
ラ
ン
ダ
改

革
協
会
」(

D
u

tch
R

e
fe

rm
e

d
ch

u
rch)

と
別
々
の
宗
教
を
信
じ
て
お
り
、
子
の
教
育
お
よ
び
宗
教
的
指
導
に
つ
い
て
意
見
を
異
に

し
て
い
る
。
原
審
は
右
の
観
告
に
も
と
づ
い
て
子
の
監
護
を
父
に
与
え
た
の
で
、
母
が
控
訴
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
母
の
控
訴
を
斥
け
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
原
審
判
事
は
証
人
・
証
拠
お
よ
び
何

が
子
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
か
を
評
価
す
る
の
に
最
適
の
地
位
に
あ
る
。
控
訴
裁
判
所
は
、
も
し
原
審
が
ま
ち
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

干
渉
す
べ
き
で
な
い
。
裁
判
所
は
い
ず
れ
の
親
に
子
の
監
護
を
与
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
一
方
の
親
の
宗
教
を
他
方
の
そ
れ
に
優

先
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
子
が
別
々
の
宗
教
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
効
果
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
に
お
い
て
、

子
は
両
親
が
共
同
で
監
護
す
る
の
が
子
の
最
善
の
利
益
で
あ
っ
た
。
原
審
は
関
連
す
る
諸
要
因
お
よ
び
証
拠
が
そ
の
評
価
を
支
持
す

る
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
母
は
判
事
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
こ
と
を
立
証
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
母
の
控
訴
は

棄
却
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
。

も
と
も
と
、
両
親
が
同
じ
宗
教
・
宗
派
の
信
者
で
あ
り
、
子
に
も
自
分
達
と
同
じ
宗
教
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
監
護
・
面
接
し
て

い
く
と
き
、
子
に
と
っ
て
何
の
障
碍
も
生
じ
ま
い
。
だ
が
、
父
母
が
別
々
の
宗
教
を
信
じ
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
子
に
対
し
、
自
分
の

信
じ
る
宗
教
を
強
制
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
も
と
も
と
宗
教
に
つ
い
て
充
分
に
判
断
で
き
な
い
六
才
か
ら
八
才
前
後
の
二
人

の
子
は
、
父
母
の
ど
ち
ら
に
つ
け
ば
よ
い
の
か
、
困
っ
た
立
場
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
、
現
実
に

子
の
監
護
・
面
接
を
め
ぐ
る
裁
判
上
の
争
い
が
生
じ
る
と
き
、
裁
判
所
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
判
断
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
こ
れ
ま
で

に
も
、
子
の
監
護
と
宗
教
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
の
事
例
を
と
り
上
げ
て
き
た
。
双
方
が
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
、

カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
分
れ
て
い
る
と
か
、
父
が
カ
ト
リ
ッ
ク
、
母
が
ア
ン
グ
リ
カ
ン
で
あ
る
と
か
、
ま
た
カ
ト
リ
ッ
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ク
と
ユ
ダ
ヤ
教
と
か
、
ギ
リ
シ
ヤ
正
教
と
シ
ク
教
徒
と
か
、
そ
の
他
各
種
の
事
例
が
姿
を
見
せ
た
け

(

２)

れ
ど
も
、
最
も
問
題
に
な
る
の

は
悪
名
の
高
い
「
エ
ホ
バ
の
証
人
」
が
介
在
す
る
事
例
で
あ
っ
た
。

当
面
の
場
合
も
右
の
例
に
も
れ
ず
、
父
が
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
に
属
し
、
他
方
で
母
は
エ
ハ
バ
の
証
人
を
信
じ
て
い
る
。
父
が

監
護
者
で
あ
れ
ば
、
日
常
生
活
は
父
の
信
じ
る
宗
教
の
も
と
で
行
わ
れ
、
母
は
面
接
の
時
に
子
に
別
の
宗
教
の
話
を
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
立
場
が
反
対
の
場
合
も
同
様
の
こ
と
が
生
じ
よ
う
。
子
は
ま
さ
に
父
母
に
よ
る
別
々
の
宗
教
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
何
が
子
の
た
め
の
最
善
の
利
益
か
を
考
え
れ
ば
、
母
が
自
分
の
信
じ
る
エ
ホ
バ
の
証
人

い
か
な
る
場
合
に
も
輸
血
を
認

め
な
い

の
考
え
を
子
に
押
し
つ
け
る
の
を
阻
止
す
る
こ
と
に
つ
き
よ
う
。
母
に
子
の
監
護
を
託
す
と
き
、
ま
た
反
対
に
子
と
の

面
接
の
み
を
認
め
る
と
き
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
母
が
子
に
自
分
の
宗
教
を
強
制
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
切
な
処
置
を
講
じ

る
し
か
な
か
ろ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
4

th
.

v
o

l.
4
.

p
.

2
5

0
.

(

２)

村
井
「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
子
の
監
護
と
宗
教
」
神
戸
学
院
法
学
第
二
五
巻
二
号
一
二
三
頁
以
下
、
同
「
子
の
監
護
と
宗
教
・
再
考
」

第
三
〇
巻
一
号
一
頁
以
下
参
照
。

②

R
.(

M
)

v
.

M
.(

S)
(

一
九
九
七)

事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
十
六
才
、
十
三
才
、
十
一
才
の
三
人
の
子
を
監
護
し
て
い
た
三
十
六
才
の
母
が
死
亡
し
、
彼
女
の
異
母
姉

妹
が
監
護
者
と
な
っ
た
。
彼
女
は
子
が
別
居
中
の
父
と
接
触
す
る
こ
と
を
認
め
ず
、
子
に
対
し
、
父
は
子
供
達
に
会
う
こ
と
を
欲
し

て
い
な
い
と
告
げ
、
ま
た
父
が
子
供
達
に
母
の
死
亡
の
事
実
を
知
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
彼
女
は
児
童
援
助
協
会
（C

h
ild

re
n
’s
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A
id

S
o

cie
ty

）
に
行
き
、
父
の
子
に
対
す
る
過
去
の
虐
待
を
主
張
し
た
が
、
認
め
ら
れ
ず
、
反
対
に
父
に
子
の
永
続
的
な
監
護
が
与

え
ら
れ
た
。
彼
女
の
行
為
は
、
子
の
権
利
を
無
視
し
て
自
分
自
身
の
利
益
を
促
進
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
と
い
う
の
が
理
由
で

あ
る
。
そ
こ
で
父
は
子
の
永
続
的
な
監
護
を
請
求
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
書
も
彼
女
に
不
利
な
趣
旨
を
明
示
し
た
の
で
、
彼
女
が

控
訴
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
父
に
子
の
監
護
を
認
め
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
に
お
い
て
最
も
重
要
な
争

点
は
、
他
の
要
因
が
相
対
的
に
同
じ
で
あ
る
と
き
、
現
状
（statu

s
Q

u
e

）
が
進
行
し
て
き
た
時
間
的
な
長
さ
お
よ
び
一
九
九
四
年

以
来
、
子
が
明
ら
か
に
長
期
間
安
定
し
た
生
活
を
維
持
し
て
き
た
と
い
う
事
実
に
存
在
す
る
。
多
く
の
証
拠
に
よ
り
、
子
は
現
在
お

か
れ
て
い
る
状
況

父
に
よ
る
監
護

に
合
理
的
に
良
く
適
合
し
て
い
る
。
監
護
を
変
更
す
る
命
令
を
す
れ
ば
、
彼
等
を
「
現

状
」
か
ら
追
い
立
て
て
、
利
益
を
害
す
る
結
果
と
な
る
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
を
考
慮
し
、
監
護
は
父
に
課
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
が
子
の
最
善
の
利
益
に
合
致
す
る
と
い
う
。

こ
こ
に
い
う
現
状
と
は
、｢

あ
る
事
が
現
在
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
は
過
去
に
そ
う
で
あ
っ
た
状
況｣

と
い
わ
れ
、｢

団
体
的
な
協
約

の
な
か
の
規
定
で
あ
っ
て
、
苦
情
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
行
為
ま
た
は
事
情
に
先
立
っ
て
存
在
し
た
も
の
は
、
苦
情
が
解
決
さ
れ
る
ま

で
継
続
さ
れ
る
で
あ
ろ
う｣
(

２)

と
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
を
当
面
の
場
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
父
母
の
別
居
後
に
子
を
監
護
し
て
い
た
母

の
死
亡
が
重
要
な
事
情
の
変
更
（M

ate
rial

ch
an

g
e

）
を
も
た
ら
し
た
。
こ
こ
で
母
に
代
わ
っ
て
登
場
し
た
異
母
姉
妹
が
三
人
の
子

を
客
観
的
に
み
て
合
理
的
と
判
断
さ
れ
る
仕
方
で
監
護
を
継
続
し
て
い
る
な
ら
ば
、
問
題
は
別
で
あ
る
。
だ
が
、
現
実
に
は
こ
れ
と

う
ら
は
ら
に
、
三
人
の
子
を
自
分
の
意
の
な
か
で
あ
や
つ
っ
て
い
た
。
裁
判
所
は
こ
の
よ
う
な
態
度
を
「
現
状
を
破
壊
す
る
も
の
」

と
判
断
し
た
。
こ
の
よ
う
な
判
断
を
ふ
ま
え
、
一
時
期
の
例
外
を
除
き
、
三
人
の
子
の
父
に
よ
る
監
護
が
平
穏
の
う
ち
に
実
行
さ
れ

て
い
る
「
現
状
」
を
是
認
し
、
そ
れ
が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
子
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
と
い
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っ
て
よ
い
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
4

th
.

v
o

l.
3

2
.

p
.

1
2

7
.

(

２)
D

ictio
n

ary
o

f
C

an
ad

ian
law

.
3

d
.

e
d
.

p
.

1
2

4
1
.

2
0

0
0
.

③

N
.(

M
)

v
.

B
(

M
)
(

二
〇
〇
〇)

事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
中
東
戦
争
後
、
六
才
と
二
才
の
二
人
の
子
は
、
両
親
と
共
に
政
治
的
な
圧
迫
を
う
け
て
イ
ラ
ン
を
逃
れ
、

イ
ラ
ク
に
設
け
ら
れ
た
キ
ャ
ン
プ
に
避
難
し
た
。
だ
が
、
湾
岸
戦
争
の
た
め
に
キ
ャ
ン
プ
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
た
め
、
親
は
回
教

の
あ
る
機
関
か
ら
申
出
を
う
け
、
二
人
の
子
を
一
九
九
〇
年
に
カ
ナ
ダ
に
送
っ
た
。
子
は
一
九
九
一
年
に
ト
ロ
ン
ト
の
Ｂ
夫
妻
の
も

と
で
生
活
を
始
め
た
。
Ｂ
夫
妻
も
イ
ラ
ン
か
ら
ト
ル
コ
を
経
て
オ
タ
ワ
に
定
住
し
、
カ
ナ
ダ
市
民
権
を
得
て
い
た
。
子
の
両
親
は
一

九
九
一
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
で
「
難
民
」
の
資
格
を
得
た
が
、
父
は
パ
ス
ポ
ー
ト
に
不
備
が
あ
り
、
母
の
み
同
九
六
年
に
カ
ナ
ダ
に
入

国
を
許
さ
れ
た
。
母
は
同
年
七
月
よ
り
十
二
月
の
間
、
ト
ロ
ン
ト
で
子
と
面
接
し
た
。
両
親
は
二
人
の
子
と
共
に
デ
ン
マ
ー
ク
に
帰

る
べ
く
、
子
の
監
護
を
求
め
て
控
訴
し
た
。
だ
が
、
子
は
Ｂ
夫
妻
の
許
に
留
ま
る
意
思
を
表
明
し
て
い
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
両
親
の
請
求
を
斥
け
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
親
は
子
の
監
護
を
変
更
す
る
こ

と
が
子
の
最
善
の
利
益
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
を
提
出
し
て
い
な
か
っ
た
。
子
は
現
在
の
環
境
か
ら
�
彼
等
に
と
っ
て
他
人
�
で

あ
る
両
親
の
監
護
と
世
話
に
移
さ
れ
る
な
ら
ば
、
重
大
な
損
害
を
蒙
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
両
親
は
面
接
が
子
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る

こ
と
を
立
証
で
き
な
か
っ
た
。
母
は
月
に
一
度
だ
け
監
督
付
き
の
面
接
（S

u
p

e
rv

ise
d

acce
ss

）
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
戦
争
の
惨
禍
が
幼
い
子
に
及
ぼ
し
た
悲
劇
の
一
端
を
現
わ
し
て
い
る
。
二
人
の
子
は
中
東
戦
争
か
ら
湾
岸
戦
争
へ
と
時

監護・面接と子の最善の利益
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代
の
波
に
流
さ
れ
、
最
後
に
カ
ナ
ダ
の
Ｂ
夫
妻
の
も
と
で
は
じ
め
て
安
住
の
地
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
両
親
は
デ
ン
マ
ー
ク
で

「
難
民
」(

R
e

fu
g
e
e)

の
資
格
を
得
た
と
い
う
。
国
際
法
上
で
難
民
を
定
義
し
た
の
は
、｢

難
民
お
よ
び
無
国
籍
者
の
地
位
に
関
す

る
国
連
全
体
会
議｣

に
お
い
て
一
九
五
一
年
七
月
二
十
八
日
に
採
択
さ
れ
た
「
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
第
一
条
で
難
民
と
は
、｢

…
…
人
種
、
宗
教
、
国
籍
も
し
く
は
特
定
の
社
会
的
集
団
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
、
又
は
政
治

的
意
思
を
理
由
に
迫
害
を
う
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
い
う
十
分
の
理
由
の
あ
る
恐
怖
を
有
す
る
た
め
に
、
国
籍
国
の
外
に
い
る
者
で

あ
っ
て
そ
の
国
籍
国
の
保
護
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
又
は
そ
の
よ
う
な
恐
怖
を
有
す
る
た
め
に
そ
の
国
籍
国
の
保
護
を
う

け
る
こ
と
を
望
ま
な
い
も
の
及
び
こ
れ
ら
の
事
件
の
結
果
と
し
て
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
の
外
に
い
る
無
国
籍
者
で
あ
っ
て
、
当

該
常
居
所
を
有
し
て
い
た
国
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
又
は
そ
の
よ
う
な
恐
怖
を
有
す
る
た
め
に
当
該
常
居
所
を
有
し
て
い
た

国
に
帰
る
こ
と
を
望
ま
な
い
も
の｣

(
２)
を
い
う
と
す
る
。

二
人
の
子
の
父
母
は
右
に
み
た
定
義
に
該
当
す
る
難
民
と
し
て
、
母
の
み
カ
ナ
ダ
に
入
国
が
許
さ
れ
た
。
こ
の
時
す
で
に
当
初
よ

り
五
年
余
り
の
年
月
が
経
過
し
て
い
た
。
子
は
す
で
に
十
一
才
と
七
才
に
達
し
て
い
て
、
平
和
な
カ
ナ
ダ
の
地
で
養
親
と
も
い
え
る

Ｂ
夫
妻
の
許
で
成
長
し
て
い
た
。
彼
等
も
子
の
父
母
と
同
様
に
イ
ラ
ン
か
ら
逃
れ
て
き
た
人
達
で
あ
っ
た
。
母
が
子
と
面
接
し
て
共

に
デ
ン
マ
ー
ク
に
帰
る
こ
と
を
話
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
母
の
意
見
と
は
別
に
、
こ
れ
ま
で
約
五
年
間
二
人
の
子
を
監
護
・

養
育
し
て
き
た
Ｂ
夫
妻
の
意
見
、
さ
ら
に
は
子
自
身
の
意
見
も
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｂ
夫
妻
は
子
の
幸
せ
を
考
え
、
こ

こ
で
子
を
母
の
手
に
返
え
す
の
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
子
自
身
も
Ｂ
夫
妻
の
許
で
の
平
和
な
生
活
を
満
喫
し
て
い
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
子
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
は
ど
の
道
を
選
ぶ
べ
き
か
。
裁
判
所
が
最
終
的
に
子
の
意
思
を
尊
重
し
、
子

を
Ｂ
夫
妻
の
許
に
留
め
る
道
を
選
ん
だ
の
も
首
肯
で
き
る
。
た
だ
、
母
に
子
と
の
面
接
を
認
め
な
が
ら
、
監
督
付
き
の
面
接
と
し
た

理
由
が
理
解
で
き
な
い
。
母
に
よ
る
単
独
の
面
接
を
認
め
た
な
ら
ば
、
こ
れ
幸
い
と
母
が
子
を
連
れ
去
る
恐
れ
が
あ
る
と
で
も
考
え
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た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
5

th
.

v
o

l.
9
.

p
.

3
5

9
.

(

２)
解
説

条
約
集
。
小
田
・
石
本
監
修
。
一
四
七
頁
―
一
四
八
頁
。
二
〇
〇
一
年
。

四

第
二
十
四
条
二
項

�

①

B
rito

n
v
.

B
rito

n

（
一
九
九
一
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
七
六
年
に
Ｂ
・
Ｃ
州
で
婚
姻
し
、
翌
年
に
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
移
っ
た
。
母
は
家
事
お
よ
び
十

才
、
七
才
、
六
才
の
三
人
の
子
の
養
育
の
た
め
に
仕
事
を
止
め
た
。
彼
等
は
子
の
養
育
に
つ
い
て
意
見
が
合
わ
ず
、
ま
た
宗
教
的
信

条
を
異
に
す
る
。
一
九
八
九
年
に
離
婚
し
た
の
ち
、
父
が
三
人
の
子
を
監
護
し
、
子
と
母
と
の
面
接
が
問
題
と
な
っ
た
。
子
を
代
理

す
べ
く
任
命
さ
れ
た
公
的
監
護
者
（o

fficial
G

ard
ian

）
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
請
求
し
た
。
一
九
八
九
年
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
書

に
よ
れ
ば
、
母
は
感
情
的
で
あ
り
、
落
ち
着
き
が
な
い
と
認
定
し
、
子
の
監
護
を
父
に
認
め
る
よ
う
勧
告
し
た
。
母
の
弁
護
士
は
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
反
対
訊
問
を
せ
ず
、
父
の
監
護
が
続
い
た
。
一
九
九
〇
年
に
提
出
さ
れ
た
二
度
目
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
母

の
方
が
注
意
深
く
、
子
の
監
護
に
適
し
た
個
性
を
有
し
て
い
る
と
の
理
由
で
、
改
め
て
母
が
子
を
監
護
す
る
よ
う
に
勧
告
し
た
。
そ

こ
で
双
方
が
児
童
法
改
正
法
に
も
と
づ
い
て
監
護
を
請
求
し
た
。
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(924)

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
母
に
子
の
監
護
を
与
え
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
面
接
を
め
ぐ
る
事
件
で
は
、
子

の
最
善
の
利
益
が
唯
一
の
基
準
と
な
る
。
両
親
が
別
居
し
た
の
ち
、
母
は
つ
ね
に
子
と
の
接
触
を
保
っ
て
お
り
、
従
来
、
子
を
主
と

し
て
世
話
し
て
き
た
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
何
か
子
に
と
っ
て
最
善
の
利
益
か
を
決
定
す
る
に
当
っ
て
判
事
が
考
慮
す
べ
き
要
因
の
一

つ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
当
初
の
報
告
書
は
三
年
前
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
基
礎
と
し
た
事
実
は
す
で
に
存
在
し
な
い
と
い
う
。

こ
こ
に
登
場
す
る
公
的
監
護
者
は
、
連
邦
の
評
議
会
に
お
け
る
副
総
督
が
法
務
長
官
の
観
告
に
も
と
づ
い
て
、
い
ず
れ
か
の
州
の

弁
護
士
会
に
十
年
以
上
所
属
し
て
い
た
弁
護
士
の
な
か
か
ら
任
命
さ
れ
る
州
の
公
務
員
で
あ
り
、
一
九
八
四
年
の
裁
判
所
法
（th

e

C
o

u
rts

o
f

Ju
d

icatu
re

A
ct

）
の
第
一
〇
二
条
に
よ
れ
ば
、
未
成
年
者
そ
の
他
の
人
の
た
め
の
訴
訟
代
理
人
と
な
る
旨
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

(

２)

本
件
に
お
い
て
は
子
を
代
理
す
る
公
的
監
護
者
が
任
命
さ
れ
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
請
求
し
た
。
こ
こ
で
二
度
に
わ
た
る
ア

セ
ス
メ
ン
ト
報
告
書
の
内
容
が
問
題
に
な
る
。
当
初
は
母
に
不
利
で
あ
っ
た
。
母
の
現
状
が
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
書
の
内
容
に
反
し

て
い
た
な
ら
ば
、
母
の
弁
護
士
は
当
然
に
反
対
訊
問
を
展
開
し
、
母
に
有
利
な
結
果
を
得
べ
く
努
力
す
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
彼

は
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
母
の
行
状
か
ら
み
て
、
と
て
も
子
の
監
護
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
判
断
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
少
し

で
も
可
能
性
の
あ
る
限
り
、
母
の
利
益
を
は
か
る
の
が
弁
護
士
の
義
務
の
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
二
度
目
の
報
告
書
を
み
れ

ば
、
内
容
が
一
貫
し
て
い
る
。
母
は
三
年
前
の
自
分
の
態
度
を
反
省
し
、
弁
護
士
の
忠
告
に
も
と
づ
い
て
、
可
能
な
限
り
子
の
監
護

を
得
る
た
め
努
力
を
重
ね
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
努
力
が
実
を
結
ぶ
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
3

d
.

v
o

l.
3

7
.

p
.

2
5

3
.

(

２)
O

n
tario

A
n

n
o

tate
d

F
am

ily
L

aw
-

se
rv

ice
.

p
.

4
6

7
.

1
9

8
8
.
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②
Jan

e
D

o
e

v
.

Jo
n

e
D

o
e

（
一
九
九
〇
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
七
九
年
に
同
居
を
開
始
し
、
同
八
五
年
に
子
が
生
ま
れ
た
が
、
八
七
年
に
別
居
し
た
。
別
居

後
、
母
子
は
母
方
の
祖
父
の
許
に
移
り
、
子
は
母
が
監
護
し
、
父
は
子
と
面
接
し
て
い
た
。
一
九
九
九
年
、
父
は
子
の
単
独
監
護
を

請
求
し
た
。
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
報
告
書
は
、
子
が
父
の
許
に
お
か
れ
る
こ
と
を
勧
告
し
、
二
度
目
の
報
告
書
も
同
じ
趣
旨
で
あ
っ
た
。

現
実
に
は
父
は
フ
ル
・
タ
イ
ム
で
働
い
て
お
り
、
子
の
世
話
を
す
る
に
は
援
助
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
方
母
は
フ
ル
・
タ
イ
ム
子
の

世
話
が
可
能
で
あ
り
、
彼
女
の
家
族
も
手
助
け
が
で
き
る
。
父
母
は
子
の
共
同
監
護
を
協
定
し
、
子
は
二
週
間
ご
と
に
一
方
で
す
ご

す
こ
と
に
し
た
が
、
一
九
八
九
年
に
父
が
単
独
監
護
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
母
が
控
訴
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
従
来
ど
お
り
、
母
に
子
の
監
護
を
与
え
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
幼
弱
年
令
の
原

則
と
い
う
法
律
上
の
効
果
と
は
関
係
な
く
、
就
学
前
の
子
の
世
話
の
大
部
分
は
母
が
遂
行
し
て
い
る
。
母
が
主
要
な
監
護
者
で
あ
る

と
き
、
こ
れ
に
反
対
す
る
理
由
の
存
在
し
な
い
限
り
、
そ
れ
が
子
の
最
善
の
利
益
で
あ
ろ
う
。
母
は
よ
ろ
こ
ん
で
面
接
命
令
に
応
じ

る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
で
充
分
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
一
九
八
七
年
の
児
童
法
改
正
法
第
二
十
条
に
よ
れ
ば
、
第
一
項
に
、｢

本
章
に
お
い
て
、
別
段
の
規
定
が
な
い
限
り
、
子

の
父
お
よ
び
母
は
等
し
く
子
を
監
護
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る｣

(

２)

と
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
子
の
監
護
が
つ
ね
に
父
母
に
よ
る
共
同

監
護
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
父
母
が
つ
ね
に
子
を
共
同
で
監
護
で
き
る
事
情
に
あ
れ
ば
、
面
接
の
問
題
は
生
じ

な
い
。
だ
が
、
具
体
的
な
事
情
に
よ
り
、
共
同
監
護
が
不
可
能
な
場
合
も
あ
ろ
う
。
本
件
は
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
父
ま
た

は
母
に
よ
る
単
独
監
護
か
、
交
替
監
護
の
方
法
し
か
な
い
。
前
示
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
父
に
よ
る
単
独
監
護
を
勧
告
し
た
二

度
に
わ
た
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
報
告
書
は
、
父
母
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
事
情
を
見
誤
っ
て
い
た
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。
も
と
も
と
、

父
に
よ
る
単
独
監
護
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
子
の
最
善
の
利
益
を
考
え
れ
ば
、
母
に
単
独
監
護
を
認
め
、
父
に
は
面
接
へ
の
道
を
開

監護・面接と子の最善の利益
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(926)

い
て
お
く
の
が
妥
当
な
解
決
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
3

d
.

v
o

l.
2

8
.

p
.

3
5

6
.

(

２)
村
井
「
児
童
法
改
正
法

一
九
八
七
年
」
神
戸
学
院
法
学
第
二
九
巻
二
号
一
一
五
頁
。

五

第
二
十
四
条
二
項

�

①

G
o

rd
o

n
v
.

G
o

rd
o

n

（
一
九
八
四
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
一
九
七
四
年
に
婚
姻
し
、
同
七
七
年
九
月
に
子
が
生
ま
れ
た
。
翌
年
の
九
月
、
母
子
は
他
男
の
許

に
移
っ
た
。
一
九
八
〇
年
二
月
に
父
が
仮
判
決
に
よ
り
子
の
監
護
を
得
た
が
、
母
が
出
廷
し
て
お
ら
ず
、
弁
護
士
も
充
分
な
活
動
を

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
該
判
決
は
取
消
さ
れ
、
改
め
て
離
婚
手
続
き
に
お
い
て
、
子
の
監
護
の
問
題
を
調
査
し
、
報
告
す

る
よ
う
、
家
族
法
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（F

am
ily

L
aw

co
m

m
issio

n
e

r

）
に
命
じ
ら
れ
た
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
調
査
の
結
果
、
子

の
監
護
を
父
に
託
す
よ
う
勧
告
し
た
。
裁
判
所
が
こ
の
勧
告
に
従
う
命
令
を
し
た
の
で
、
母
が
控
訴
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
論
拠
は
現
実
に
父
の
監
護
プ
ラ
ン
の
重
要
な
論
点
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
と
し
、

母
の
監
護
を
認
め
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
家
族
法
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
面
接
・
監
護
ま
た
は
扶
養
に
関
す
る
争
点
に
つ
い
て
調
査
し
、
報
告
す
る
よ
う
裁
判
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所
が
命
じ
る
人
を
指
し
て
い
る
。

(

２)

こ
れ
を
さ
ら
に
詳
し
く
一
九
八
四
年
当
時
の
民
事
手
続
規
則
（R

u
le

s
o

f
civ

il
p

ro
ce

d
u

re)

を

み
れ
ば
、
離
婚
訴
訟
（D

iv
o

re
e

A
ctiv

e
s

）
と
題
す
る
第
七
十
条
の
二
十
一
の
一
項
に
、｢

ト
ロ
ン
ト
ま
た
は
オ
タ
ワ
で
開
廷
す
る

裁
判
官
は
、
当
事
者
の
同
意
を
得
て
、
訴
訟
で
発
生
す
る
監
護
・
扶
養
ま
た
は
面
接
に
関
す
る
問
題
ま
た
は
争
点
を
調
査
し
、
報
告

す
る
た
め
、
家
族
法
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る｣

と
し
、
第
二
項
に
、｢

第
一
項
で
調
査
が
命
じ
ら
れ
る
と
き
、

コ
ミ
シ
ョ
ナ
ー
は
命
じ
ら
れ
た
問
題
ま
た
は
争
点
を
調
査
し
報
告
書
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る｣

(

３)

旨
を
定
め
て
い
る
。
本
件
に
お
い

て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
こ
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
監
護
に
つ
い
て
勧
告
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
三
才
の
子
の
監
護
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
父
が
母
と
協
力
し
て
誠
実
に
子
の
監
護
に
努
め
て
お
れ
ば
、
な
に
も
支
障

は
生
じ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
子
の
肉
体
的
・
情
緒
的
な
福
祉
に
関
す
る
重
要
な
争
点
が
未
解
決
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て

い
る
。
家
族
法
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
母
お
よ
び
彼
女
と
同
居
し
た
男
の
道
徳
的
な
欠
陥
に
つ
い
て
彼
が
調
査
し
た
結
果
に
決
定
的

な
重
み
を
与
え
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
大
き
な
手
落
ち
で
あ
っ
た
。
簡
単
に
い
え
ば
、
子
の
監
護
に
関
す
る
事
件
で
は
、
子
の
最
善

の
利
益
が
唯
一
の
争
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
通
常
の
訴
訟
と
ち
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
三
才
の
子
は
ま
さ
に
幼
弱
年

令
に
属
し
て
い
る
。
裁
判
所
が
そ
の
つ
も
り
で
あ
れ
ば
、
こ
の
原
則
の
上
に
立
ち
、
子
の
最
善
の
利
益
を
理
由
に
し
、
母
に
子
の
監

護
を
命
じ
る
こ
と
も
充
分
に
可
能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
2

d
.

v
o

l.
2

3
.

p
.

2
6

6
.

(

２)
D

ictio
n

ary
o

f
C

an
ad

ian
L

aw
.

p
.

4
5

6
.

(

３)
O

n
tario

A
n

n
o

tate
d

F
am

ily
L

aw
S

e
rv

ice
.

p
p
.

5
1

3
�

3
.

1
9

8
9
.
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②
T

h
o

ro
g

o
o

d
v
.

T
h

o
ro

g
o

o
d

（
一
九
八
七
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
婦
は
別
居
し
た
が
、
夫
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
彼
等
の
三
才
の
子
が
父
母
と
共
に
一
つ
の
屋
根
の
下
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
九
〇
〇
日
を
越
え
て
、
た
び
た
び
帰
宅
し
て
い
た
と
い
う
。
幼
い
子
に
は
感
情
的
・
機
能
的
な
問

題
が
あ
り
、
彼
の
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
中
の
重
要
な
分
裂
は
黙
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
夫
は
子
の
監
護
を
妻
に
託
し
、
ハ

ミ
ル
ト
ン
を
出
て
ア
ル
バ
ー
タ
州
に
移
っ
た
。
彼
は
離
婚
の
訴
を
提
起
し
、
さ
ら
に
同
地
で
子
と
面
接
す
る
こ
と
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
父
の
離
婚
請
求
を
斥
け
な
が
ら
、
子
と
の
面
接
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
時
的
な
帰
宅
の
間
、
夫
婦
は
一
つ
の
屋
根
の
下
で
別
居
し
て
お
ら
ず
、
別
居
の
充
分
な
証
拠
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
面
接
の
問
題

は
児
童
法
改
正
法
の
も
と
で
判
断
さ
れ
る
。
子
に
と
っ
て
父
と
の
面
接
は
精
神
的
な
ト
ラ
ウ
マ
（
外
傷
）
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

父
の
子
と
の
面
接
は
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
で
、
母
が
責
任
を
も
っ
て
手
助
け
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
八
五
年
の
新
離
婚
法
は
第
八
条
に
お
い
て
、｢

婚
姻
の
破
綻｣

を
唯
一
の
離
婚
原
因
と
定
め
、
少
く
と
も
一
年

間
の
別
居
に
よ
り
破
綻
が
認
定
さ
れ
る
と
し
た
。
別
居
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
、｢

夫
婦
が
和
諧
を
第
一
の
目
的
と
し
て
、
引
続

き
、
ま
た
は
合
計
で
九
十
日
を
越
え
な
い
期
間
、
同
居
を
再
開
し
た
と
い
う
理
由
の
み
で
、
中
断
ま
た
は
終
了
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
な
い
も
の
と
す
る｣
(

２)

旨
を
定
め
た
。
こ
れ
を
当
面
の
場
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
別
居
し
た
夫
は
、
全
体
と
し
て
九
十
日
を
越
え

て
た
び
た
び
帰
宅
し
て
お
り
、
帰
宅
中
は
同
じ
屋
根
の
下
で
の
別
居
と
い
う
実
態
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
正
常
な
夫
婦
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
別
居
は
、
離
婚
原
因
と
し
て
の
別
居
と
は
認
定
さ
れ
な
い
。
夫
の
離
婚
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
の
も
当
り
前
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
で
問
題
は
子
と
の
面
接
に
移
っ
た
。
も
と
も
と
、
こ
の
子
は
精
神
病
の
治
療
を
必
要
と
す
る
状
態
で
あ
り
、
小
児
精
神

医
に
託
さ
れ
て
い
る
。
子
に
と
っ
て
父
と
の
面
接
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
と
は
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
よ
う
。
父
は
自
分
の
住
む
ア
ル

バ
ー
タ
で
の
子
と
の
面
接
を
希
望
す
る
が
、
右
の
よ
う
な
実
情
に
あ
る
三
才
の
子
に
裁
判
所
が
父
と
の
面
接
を
認
め
る
べ
き
か
ど
う
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か
、
問
題
で
あ
ろ
う
し
、
認
め
る
と
し
て
も
、
現
に
母
の
も
と
で
精
神
病
医
の
治
療
を
う
け
て
い
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
行
う
の
が
子

の
最
善
の
利
益
に
合
致
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
裁
判
所
の
判
断
は
こ
の
点
で
当
を
得
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
3

d
.

v
o

l.
1

1
.

p
.

8
2
.

(

２)

村
井
「
カ
ナ
ダ
の
新
離
婚
法
」
神
戸
学
院
法
学
第
十
五
巻
一
・
二
号
二
三
〇
頁
―
二
三
一
頁
。

六

第
二
十
四
条
二
項

�

①

S
h

e
rre

tt
v
.

S
h

e
rre

tt

（
一
九
八
七
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
一
九
八
二
年
に
夫
婦
が
別
居
し
た
の
ち
、
十
二
才
、
十
才
、
八
才
、
六
才
の
四
人
の
子
は
母
の
許
に
残
さ

れ
た
。
母
は
他
男
の
許
に
去
り
、
一
九
八
五
年
に
双
生
児
を
生
ん
だ
。
裁
判
所
に
よ
り
ア
セ
ツ
サ
ー
と
し
て
任
命
さ
れ
た
心
理
学
者

の
報
告
書
に
よ
り
、
原
審
は
双
生
児
の
出
生
は
四
人
の
子
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
母
の
能
力
を
減
少
さ
せ
、
家
族
の
統
合
を
破
壊
す
る

と
い
う
理
由
で
、
年
少
の
二
人
の
子
の
監
護
を
父
に
託
し
た
の
で
、
母
が
控
訴
し
た
。
審
理
が
永
び
く
間
に
母
の
新
し
い
関
係
は
解

消
し
た
。
子
は
父
の
許
で
う
ま
く
や
っ
て
い
る
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
母
の
訴
訟
を
斥
け
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
双
生
児
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
家
族
の

統
合
の
破
壊
を
正
当
化
し
た
と
解
す
る
原
審
は
、
重
大
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
点
で
可
成
り
う
ま
く
作
用
し
て
い
る
取
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決
め
が
乱
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
二
人
の
年
少
の
子
は
父
の
監
護
に
託
す
の
が
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
父
母
の
別
居
に
伴
い
、
母
は
四
人
の
子
の
監
護
を
引
き
受
け
な
が
ら
、
さ
ら
に
加
え
て
他
男
と
の
二
人
の
子
を
得
た
。

つ
ま
り
母
は
六
人
の
子
を
現
実
に
監
護
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
あ
る
老
婦
人
が
彼
女
と
同
居
し
、
彼
女
の
留
守
中
は
子
の
世
話

を
し
て
い
る
の
が
現
実
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
六
人
の
子
を
監
護
す
る
に
は
相
当
の
費
用
を
必
要
と
し
よ
う
が
、
経
済

的
な
こ
と
は
当
初
よ
り
少
し
も
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
原
審
は
ア
セ
ツ
サ
ー
の
報
告
書
に
も
と
づ

い
て
、
双
生
児
の
出
生
に
よ
っ
て
母
が
既
存
の
四
人
の
子
の
監
護
ま
で
全
部
の
責
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
家
族
の
破
壊
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
、
十
一
才
と
九
才
に
達
し
て
い
る
年
少
の
二
人
の
子
の
監
護
を
父
に
託
し
、

父
も
こ
れ
を
う
け
入
れ
て
い
る
。
母
は
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
も
、
あ
く
ま
で
年
少
の
二
人
の
子
も
自
分
が
監
護
し
た
い
と
い

う
の
で
あ
ろ
う
か
。
経
済
的
な
問
題
は
な
い
に
し
て
も
、
母
の
負
担
が
余
り
に
も
大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
。
現

実
の
問
題
と
し
て
、
子
一
人
一
人
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
は
、
原
審
の
判
断
を
妥
当
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
3

d
.

v
o

l.
6
.

p
.

1
1

2
.

②

K
.

A
.

T
.

v
.

J.
T

.

（
一
九
八
九
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
十
才
、
八
才
、
六
才
の
三
人
の
子
は
、
一
九
八
六
年
に
両
親
が
別
居
し
た
の
ち
、
母
の
許
で
生
活
し
て
い

る
。
一
九
八
九
年
六
月
に
夫
婦
は
解
決
覚
書
（M

in
u

te
o

f
se

ttle
m

e
n

t
）
を
作
成
し
、
母
が
子
の
監
護
を
継
続
し
、
父
は
子
と
の

面
接
を
認
め
ら
れ
た
。
両
者
は
互
い
に
他
方
に
合
理
的
な
通
知
を
す
る
こ
と
な
し
に
子
を
他
方
の
手
に
ゆ
だ
ね
な
い
こ
と
も
合
意
し

た
。
母
は
父
に
よ
る
子
の
虐
待
を
申
し
立
て
た
が
、
立
証
で
き
な
か
っ
た
。
母
は
住
宅
を
売
却
し
、
Ｂ
・
Ｃ
州
で
新
ら
し
い
出
発
を
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す
る
た
め
に
移
動
す
る
準
備
を
し
た
。
子
は
父
お
よ
び
彼
の
家
族
と
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
規
則
的
に
面
接
し
て
い
た
。
父
は
離
婚

法
第
十
六
条
の
も
と
で
、
母
が
Ｂ
・
Ｃ
州
に
移
る
こ
と
を
阻
止
す
る
命
令
を
請
求
し
た
。

裁
判
所
は
父
の
請
求
を
認
容
し
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
離
婚
法
の
も
と
で
オ
ン
タ
リ
オ
州
か
ら
子
が
移
動

す
る
の
を
阻
止
す
る
監
護
命
令
が
子
の
最
善
の
利
益
を
支
配
す
る
。
児
童
法
改
正
法
第
二
十
四
条
に
設
け
ら
れ
た
考
え
は
、
離
婚
法

第
十
六
条
に
お
い
て
も
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ン
と
し
て
使
用
さ
れ
よ
う
。
裁
判
所
は
そ
れ
が
子
の
利
益
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
合

意
に
よ
っ
て
も
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
裁
判
所
は
子
を
監
護
し
て
い
る
親
の
許
か
ら
子
を
勝
手
に
移
動
さ
せ
る
企
て
を
阻
止
す

る
。
子
の
住
居
が
変
り
な
く
、
母
が
子
の
移
動
を
抑
制
す
べ
き
こ
と
が
子
の
最
善
の
利
益
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
一
九
八
六
年
の
離
婚
法
第
十
六
条
に
よ
れ
ば
、｢

監
護
命
令｣

と
題
し
、
第
七
項
に
、｢

…
…
裁
判
所
は
、
本
条
の
も
と
で

な
さ
れ
る
命
令
に
、
婚
姻
に
よ
る
子
の
監
護
を
す
る
人
お
よ
び
そ
の
子
の
住
居
の
場
所
の
変
更
を
望
む
人
に
対
し
、
変
更
前
、
少
く

と
も
三
十
日
ま
た
は
別
に
裁
判
所
が
特
定
す
る
期
間
に
、
そ
の
変
更
、
変
更
の
時
期
お
よ
び
子
の
新
ら
し
い
住
居
の
場
所
を
、
そ
の

子
の
面
接
を
許
さ
れ
て
い
る
人
に
通
知
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
条
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る｣

(

２)

旨
を
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
加

え
て
、｢

要
因｣

と
題
し
て
第
八
項
で
は
、｢

本
条
の
も
と
で
命
令
を
な
す
と
き
、
裁
判
所
は
、
子
の
条
件
・
資
力
・
ニ
ー
ズ
お
よ
び

そ
の
他
の
事
情
を
参
照
し
て
認
定
さ
れ
る
婚
姻
に
よ
る
子
の
最
善
の
利
益
の
み
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る｣

(

３)

と
定
め
る
。

本
件
に
お
い
て
、
父
母
は
す
で
に
解
決
覚
書
に
よ
っ
て
右
の
規
定
に
従
う
旨
を
合
意
し
て
い
た
。
そ
こ
で
問
題
は
、
果
し
て
母
が

オ
ン
タ
リ
オ
州
か
ら
Ｂ
・
Ｃ
州
へ
移
動
す
る
必
要
性
が
客
観
的
に
是
認
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
こ
よ
う
。
子
は
現
に
父
お
よ

び
彼
の
家
族
と
良
好
な
関
係
を
維
持
し
、
父
と
の
定
期
的
な
面
接
を
楽
し
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
子
は
す
で
に
地
域
社
会
に
根
を
お
ろ

し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
母
が
自
分
の
み
の
都
合
で
子
の
父
と
の
関
係
を
疎
遠
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
。

子
の
最
善
の
利
益
を
判
断
の
基
礎
と
す
る
と
き
、
父
と
子
の
良
好
な
関
係
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
子
が
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母
と
共
に
Ｂ
・
Ｃ
州
に
移
る
な
ら
ば
、
父
子
は
カ
ナ
ダ
の
東
西
に
引
き
さ
か
れ
、
子
の
父
と
の
面
接
も
従
来
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に

は
い
か
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
子
は
現
在
の
住
居
に
留
ま
り
、
母
も
移
動
を
自
発
的
に
抑
制
す
る
の
が
子
に
と
っ

て
最
善
の
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
3

d
.

v
o

l.
2

3
.

p
.

2
1

4
.

(

２)

村
井
「
カ
ナ
ダ
の
新
離
婚
法

一
九
八
六
年
六
月
一
日
施
行
」
神
戸
学
院
法
学
第
一
八
巻
一
・
二
号
二
三
六
頁
。

(

３)

村
井
・
前
掲
資
料
二
三
七
頁
。

七

第
二
十
四
条
二
項

�

①

L
u

sh
e

r
v
.

L
u

sh
e

r

（
一
九
八
八
）
事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
夫
の
母
（
子
か
ら
み
れ
ば
祖
母
）
は
彼
の
婚
姻
を
認
め
ず
、
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
母
は
婚
姻
前
の
夫
を

操
っ
た
た
め
、
夫
婦
は
母
が
家
族
と
接
触
し
、
彼
等
の
関
係
に
干
渉
す
る
こ
と
に
困
惑
し
た
。
祖
母
の
み
が
、
一
九
八
二
年
に
生
ま

れ
た
四
才
半
の
孫
と
こ
れ
ま
で
六
回
ほ
ど
面
接
し
て
い
た
。
夫
婦
は
祖
母
が
こ
れ
以
上
、
夫
婦
の
生
活
圏
外
で
子
と
面
接
す
る
こ
と

を
拒
否
し
た
た
め
、
祖
母
が
児
童
法
改
正
法
の
も
と
で
面
接
を
求
め
て
提
訴
し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
面
接
を
認
め
ず
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
面
接
の
権
利
は
子
の
権
利
で
あ
り
、
祖
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母
ま
た
は
他
の
人
の
権
利
で
は
な
い
。
こ
れ
が
子
の
最
善
の
利
益
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
の
み
、
面
接
が
許
さ
れ
る
。
敵
対
的
な

環
境

子
の
安
全
性
を
損
っ
た
り
、
ま
た
は
他
の
方
法
で
子
の
安
全
お
よ
び
安
楽
に
害
を
示
す
と
き
、
面
接
は
許
さ
れ
な
い
。
祖

母
が
子
と
面
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
婚
姻
を
破
壊
し
よ
う
と
企
て
る
現
実
的
な
危
険
が
存
在
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
面
接
は
子
に
と

っ
て
最
善
の
利
益
で
は
な
い
と
い
う
。

一
般
に
面
接
の
問
題
は
、
子
の
父
母
が
離
婚
ま
た
は
別
居
し
た
と
き
、
子
を
監
護
し
な
い
父
母
の
一
方
と
子
の
間
に
生
じ
る
こ
と

に
な
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
様
相
が
全
く
ち
が
う
。
祖
母
は
自
分
が
子
の
婚
姻
を
妨
げ
る
よ
う
な
行
為
を
し
な
が
ら
、
子
が
反
対
を

押
し
切
っ
て
婚
姻
し
た
の
ち
に
生
ま
れ
た
孫
と
の
面
接
を
要
求
し
、
現
に
数
回
実
行
し
て
い
た
。
果
た
し
て
祖
母
は
孫
と
面
接
を
求

め
る
権
利
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
八
七
年
の
児
童
法
改
正
法
の
第
二
十
一
条
に
は
「
命
令
の
申
立
」
と
題
し
、｢

子
の
親

ま
た
は
そ
れ
以
外
の
人
は
、
裁
判
所
に
、
子
の
監
護
も
し
く
は
子
と
の
面
接
に
関
し
、
ま
た
は
子
の
監
護
の
付
帯
条
件
の
局
面
を
解

決
す
る
命
令
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る｣

(

２)

と
定
め
て
い
る
。
祖
母
は
こ
れ
を
根
拠
に
孫
と
の
面
接
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
子
と
面
接
す
る
の
が
親
の
権
利
で
あ
る
と
か
、
親
と
面
接
す
る
の
が
子
の
権
利
で
あ
る
と
か
、
一
方
の
立

場
の
み
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
両
者
の
間
の
合
理
的
な
妥
協
を
は
か
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
面
接
と
い
う
こ
と
を
法
律
的

に
考
え
る
と
き
、
子
と
面
接
す
る
こ
と
が
子
の
福
祉
な
い
し
最
善
の
利
益
を
損
う
恐
れ
の
な
い
限
り
、
親
が
子
と
面
接
す
る
権
利
を

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
親
と
面
接
す
る
こ
と
が
子
の
福
祉
な
い
し
最
善
の
利
益
に
と
っ
て
必
要
か
つ
有
益

で
あ
る
限
り
、
子
が
親
に
向
っ
て
面
接
し
て
く
れ
る
よ
う
要
求
す
る
権
利
を
も
つ
と
判
断
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
最
近
で
は
、

面
接
は
親
の
権
利
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
子
の
基
本
的
な
権
利
で
あ
る
旨
を
明
言
す
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。

(

３)

そ
の
延
長
戦

上
に
子
と
祖
母
の
関
係
を
お
く
と
き
、
同
様
の
理
論
が
妥
当
し
よ
う
。
子
の
最
善
の
利
益
に
合
致
す
る
限
り
に
お
い
て
、
祖
母
も
子

と
の
面
接
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
本
件
で
は
そ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。
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事
件

(

１)

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
二
人
の
子
の
母
と
男
性
（
原
告
）
は
一
九
八
六
年
七
月
に
同
居
し
た
が
、
同
年
十
二
月
に
別
居
し
た
。
原

告
は
母
が
前
婚
で
設
け
た
二
人
の
子
と
良
い
関
係
を
保
っ
て
い
た
。
母
が
妊
娠
し
た
が
、
胎
児
の
父
は
不
明
で
あ
っ
た
。
子
の
出
生

後
、
母
は
血
液
検
査
を
う
け
る
べ
き
命
令
を
拒
否
し
た
。
一
九
八
七
年
十
二
月
。
母
は
同
年
七
月
に
生
ん
だ
子
を
養
子
に
す
る
こ
と

を
望
む
第
三
の
男
と
婚
姻
し
た
。
原
告
は
父
性
の
決
定
お
よ
び
子
と
の
面
接
を
請
求
し
た
が
、
母
お
よ
び
彼
女
の
夫
は
こ
れ
に
反
対

し
た
。

裁
判
所
は
こ
れ
に
対
し
、
原
告
を
子
の
父
と
宣
告
し
、
子
と
の
面
接
を
認
め
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
父
で

あ
る
と
い
う
単
な
る
事
実
そ
れ
自
身
が
面
接
権
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
子
の
監
護
ま
た
は
面
接
の
問
題
は
、
子
の
最
善
の
利
益
を

基
礎
に
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
当
面
の
場
合
、
こ
れ
に
対
す
る
回
答
に
は
、
子
の
生
活
の
中
に
申
立
人
と
い
う
�
他
人
�

を
入
れ
る
危
険
と
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
子
は
生
物
学
上
の
父
と
心
理
学
上
の
父
の
ち
が
い
を
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
申
立
人
に
は
子
と
の
面
接
を
認
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
一
九
八
七
年
の
「
児
童
法
改
正
法
」
を
み
れ
ば
、
第
八
条
に
「
親
子
関
係
に
お
け
る
承
認
」
と
題
し
、｢

蓋
然
性
の
場
合

に
つ
い
て
、
反
対
の
証
拠
の
な
い
限
り
、
あ
る
男
性
は
、
下
記
の
事
例
の
ど
れ
か
に
お
い
て
、
子
の
父
で
あ
り
、
か
つ
、
彼
は
子
の

父
と
な
る
べ
く
、
法
律
で
承
認
さ
れ
る
も
の
と
す
る｣

と
し
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、｢

そ
の
人
が
、
子
の
出
生
の
と
き
、
子
の
母
と
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い
く
ら
か
家
族
的
な
関
係
で
同
居
し
て
い
た
か
、
ま
た
は
彼
等
が
同
居
を
中
止
し
た
の
ち
、
三
〇
〇
日
以
内
に
子
が
生
ま
れ
て
い

る｣
(

２)

こ
と
を
含
め
て
い
る
。
当
面
の
事
件
に
お
い
て
、
原
告
は
二
人
の
子
の
母
と
同
居
し
た
が
、
そ
の
間
に
母
が
妊
娠
し
て
出
生
し

た
子
に
つ
い
て
、
彼
女
は
血
液
検
査
を
う
け
る
べ
き
命
令
を
拒
否
し
た
。
ま
た
、
第
十
条
に
は
、｢

許
可
さ
れ
た
血
液
検
査｣

と
題

し
、
第
三
項
に
、｢

拒
絶
さ
れ
る
推
理
。
第
一
項
の
も
と
で
許
可
を
与
え
る
命
令
に
指
名
さ
れ
た
人
が
血
液
検
査
に
従
う
こ
と
を
拒

絶
す
る
と
き
、
裁
判
所
は
そ
れ
が
適
切
と
判
断
す
る
推
理
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る｣

(

３)

と
定
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
規
定
を
統
合
し
て
考
え
る
と
き
、
本
件
に
お
い
て
、
原
告
は
二
人
の
子
の
母
と
良
い
関
係
を
保
っ
て
い
る
間
に
母
が
産

ん
だ
子
の
血
液
検
査
の
命
令
を
申
請
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
命
令
を
う
け
た
母
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
が
、
具
体
的
な
事
情

の
も
と
で
原
告
は
子
の
父
と
承
認
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
当
然
に
子
と
の
面
接
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
す
で
に
み
た
と
お
り
、
最
近
で
は
、
面
接
は
親
の
権
利
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
子
の
側
の
基
本
的
な
権
利
で
あ
る
旨

が
明
言
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

(

４)
裁
判
所
も
い
う
よ
う
に
、
父
で
あ
る
と
い
う
単
な
る
事
実
そ
れ
自
身
が
面
接
権
を
与
え
る
い

わ
れ
は
な
い
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
子
の
最
善
の
利
益
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
父
に
子
と
の
面
接
権
を
認
め
る
こ
と
が
子
の
最
善
の
利

益
に
つ
な
が
る
と
判
断
さ
れ
る
と
き
、
父
に
子
と
の
面
接
が
認
め
ら
れ
よ
う
が
、
反
対
に
そ
れ
が
子
の
最
善
の
利
益
に
反
す
る
と
考

え
ら
れ
る
と
き
、
子
と
の
面
接
は
認
め
ら
れ
な
い
結
果
と
な
る
。
本
件
は
こ
の
問
題
に
明
確
な
解
答
を
与
え
る
も
の
と
評
価
し
て
よ

か
ろ
う
。

(

１)
R

.
F

.
L

.
3

d
.

v
o

l.
2

4
.

p
.

2
2

0
.

(

２)

村
井
「
児
童
法
改
正
法

一
九
八
七
年
」
神
戸
学
院
法
学
第
二
九
巻
二
号
一
一
〇
頁
―
一
一
一
頁
。

(

３)

村
井
・
前
掲
資
料
一
一
二
頁
。

(

４)

村
井
「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
子
の
監
護
と
面
接
」
神
戸
学
院
法
学
第
一
四
巻
二
号
四
六
頁
。
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八

お

わ

り

に

二
〇
〇
四
年
版
の
「
カ
ナ
ダ
法
辞
典
」(

th
e

D
ictio

n
ary

o
f

th
e

C
an

ad
ian

L
aw

）
に
よ
れ
ば
、
本
稿
の
主
題
と
な
っ
た
子
の
最

善
の
利
益
」
に
つ
い
て
、｢

競
争
相
手
の
一
方
ま
た
は
他
方
の
家
庭
で
利
用
で
き
る
肉
体
的
な
慰
安
お
よ
び
物
質
的
な
便
宜
さ｣

と

定
義
し
、｢

子
の
福
祉
は
一
般
的
な
心
理
的
、
精
神
的
お
よ
び
情
緒
的
な
福
祉
を
含
む
す
べ
て
の
要
因
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い｣

(

１)
と
指
摘
し
て
い
る
。
幼
い
子
を
め
ぐ
る
親
権
・
監
護
・
面
接
等
々
の
問
題
を
合
理
的
に
解
決
す
る
た
め
、
子
の
最

善
の
利
益
を
判
断
の
基
礎
と
す
べ
き
こ
と
は
、
わ
が
国
の
家
庭
裁
判
に
お
け
る
家
事
調
停
の
場
で
も
普
遍
的
な
効
力
を
有
す
る
も
の

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
筆
者
は
約
五
年
前
に
あ
る
夫
婦
の
離
婚
を
契
機
と
し
て
、
父
と
二
人
の
幼
い
子
と
の
面
接
の
問
題
に
関
与
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
母
の
依
頼
を
う
け
、
離
婚
調
停
の
申
立
を
し
、
第
一
回
期
日
の
の
ち
、
協
議
離
婚
が
成
立
し
、
二
人
の
子
の
親

権
者
、
監
護
者
は
母
と
定
め
、
父
に
は
子
と
の
合
理
的
な
面
接
を
認
め
た
。
だ
が
、
も
と
も
と
、
父
は
自
分
の
稼
い
だ
給
料
を
す
べ

て
自
分
の
母
に
渡
し
て
し
ま
う
。
他
方
で
多
く
の
借
金
が
あ
り
、
土
地
、
建
物
は
す
べ
て
抵
当
に
入
っ
て
い
る
。
困
っ
た
こ
と
に
、

父
は
自
分
の
意
見
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
す
べ
て
他
人
（
主
と
し
て
母
の
い
と
こ
）
ま
か
せ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
母

子
が
日
常
の
生
活
に
も
困
っ
た
末
の
離
婚
で
あ
っ
た
。
母
と
共
に
生
活
の
苦
境
を
経
験
し
た
二
人
の
子
が
父
と
の
面
接
を
望
む
は
ず

が
な
い
。
か
く
て
最
近
に
い
た
り
、
父
の
側
か
ら
親
権
者
の
変
更
と
子
と
の
面
接
を
求
め
て
調
停
が
申
し
立
て
ら
れ
た
。
こ
れ
も
母

の
い
と
こ
の
差
し
金
ら
し
い
。
親
権
者
の
変
更
は
論
外
と
し
て
も
、
父
と
子
の
面
接
に
つ
い
て
、
筆
者
は
母
子
の
側
の
代
理
人
と
し

て
、
本
稿
で
展
前
し
た
「
子
の
最
善
の
利
益
」
と
い
う
考
え
方
も
問
題
解
決
の
た
め
の
拠
り
所
一
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
る
べ
き
趣
旨

の
上
申
書
を
家
裁
に
提
出
し
た
。
裁
判
官
お
よ
び
調
停
委
員
が
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
、
大

い
に
期
待
し
て
い
る
。
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